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p ２～６… 令和５年度芦別市の決算状況

p13 ……… 保険証の廃止について

p14 ……… 水道料金等の納付方法が拡充

　８月29日、本町地区生活館で震度５強の地震を想定した防災訓練が行

われました。参加者は、あかつき町内会及び防災関係機関など約60名。

　訓練では、あかつき公園からバスで指定避難所の本町地区生活館に移

動し、避難者受入の手順を確認後、４班に分かれて、仕切りテントや段

ボールベッドの組み立てを体験しました。さらに、消防署による応急処

置の実技訓練が行われました。
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歳　　　入
市税 皆さんが納めた税金 122,859円

地方譲与税
・交付金

消費税の一部として交付されたお
金や自動車税環境性能割などから
分配されたお金など

43,514円

地方交付税
一定のサービス水準を確保するた
め、人口や税収などに応じて国か
ら配分されるお金

461,724円

分担金及び
負担金

保育料などの特定の利益を受ける
かたが負担されたお金

639円

使用料及び
手数料

施設の使用料や住民票の手数料な
ど

29,596円

国・道
支出金

市の事業に対し、国や道から交付
されたお金

212,272円

繰越金 前年度から繰り越されたお金 19,646円
市債 国や金融機関から借り入れたお金 79,395円
その他
諸収入 寄付金や財産収入など 83,884円

合　計 1,053,529円

　市は、皆さんから納めていただいた市民税、固定資産税などの税金や国・北海道から受ける交付金

などを基に予算を組み立て、皆さんが安心して暮らすことのできる住みよいまちづくりに取り組んで

います。今月は、市の予算がどのように使われたのか、令和５年度の決算状況をお知らせします。

決算の状況をお知らせします令　和
５年度

一　般　会　計 福祉や教育など、市の基本的な事業の会計です。

市税
14億109万円
11.7％

地方交付税
52億6,550万円
43.8％

地方譲与税・
交付金
4億9,624万円
　  4.1％

分担金及び負担金
729万円
0.1％

使用料及び
手数料
3億3,751万円
2.8％

国・道支出金
24億2,075万円
20.1％

繰越金
2億2,404万円
1.9％

市債
9億542万円
7.5％

その他諸収入
9億5,661万円
8.0％

議会費
7,606万円
0.7％

民生費
29億206万円
24.4％

労働費
778万円
0.1％商工費

7億358万円
5.9％

消防費
5億1,144万円
4.3％

災害復旧費
938万円
0.1％

公債費
10億1,629万円
8.5％

職員費
15億
8,785万円
　  13.3％

総務費
15億878万円
12.7％

衛生費
11億8,237万円
9.9％

農林費
3億8,138万円
3.2％

土木費
13億6,077万円
11.4％

教育費教育費
6億5,594万円6億5,594万円
5.5％5.5％

歳入から歳出を引いた１億1,077万円を

令和６年度に繰り越しました

歳出合計

119億368万円
対前年度比４億7,491万円（3.8％）減

歳　　　出
議会費 議会運営にかかる費用 6,670円

総務費
地域振興や庁舎管理、情報化推進など
の費用

132,303円

民生費
高齢者、障がい者、児童などの福祉
の費用

254,477円

衛生費 ごみ処理、保健衛生などの費用 103,680円

労働費
雇用や労働環境向上などに対する費
用

682円

農林費 農業振興や林業振興などの費用 33,443円
商工費 商工業振興や観光などの費用 61,696円
土木費 道路、河川、公園などの費用 119,324円
消防費 消防、救急活動の費用 44,847円
教育費 小中学校、生涯学習振興などの費用 57,518円
災害復旧費 災害が発生したときの復旧費用 823円

公債費
国や金融機関などから借り入れたお
金の返済費用

89,117円

職員費 市職員の給与や退職金 139,236円
合　計 1,043,816円

◆市民１人あたりの歳入と歳出◆
※令和６年３月31日現在の人口（住民基本台帳）で割って算出（11,404人）

　歳入と歳出の差引額１億1,077万円から令和６年度への繰越明許費繰越金6,470万円と前年度の実質収支額

２億2,404万円を差引いた結果、１億7,797万円の赤字となりました。

歳入合計

120億1,445万円
対前年度比５億8,818万円（4.7％）減
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　市が市民の皆さんに対して、さまざまなサービスを提供するために持っている土地や

建物、そのほかの財産は次のとおりです。

会計区分 収支区分 収　入 支　出 収支差引額

病　院　事　業
収益的収支 19億0,064万円 18億8,544万円 1,520万円

資本的収支 6,800万円 1億2,146万円 ▲ 5,346万円

水　道　事　業
収益的収支 4億1,129万円 4億2,167万円 ▲ 1,038万円

資本的収支 2億5,521万円 4億0,959万円 ▲ 1億5,438万円

会　計　名 予算額 歳　入 歳　出 歳入歳出差引額

奨学資金 3,401万円 3,400万円 3,400万円 0万円

国民健康保険 19億2,302万円 17億9,059万円 17億6,787万円 2,272万円

下水道事業 4億8,000万円 4億4,505万円 4億4,505万円 0万円

介護保険事業 17億6,720万円 17億2,721万円 16億5,327万円 7,394万円

後期高齢者医療 2億7,943万円 2億7,758万円 2億7,746万円 12万円

合　計 44億8,366万円 42億7,443万円 41億7,765万円 9,678万円

一般会計とは別に、独立して経理を行う会計です。

民間企業のように、利用料金などの収益で運営する会計です。企　業　会　計

特　別　会　計

○土地・建物
区　分 面　積

土
　
　
地

公の施設 233万9,316㎡

山林 555万9,698㎡

その他 308万9,212㎡

計 1,098万8,226㎡

建　物 23万1,510㎡

○有価証券・出資による権利
区　分 金　額

有価証券（株券） 4,207万円

出資金・出えん金 6,567万円

○北海道市町村備荒資金組合納付金
区　分 金　額

普通納付金 1億1,143万円

超過納付金 8億8,761万円

合　計 9億9,904万円

○基金

区　　分 金　額

一
般
会
計

財政調整基金 7億9,460万円

減債基金 4億8,784万円

地域・産業振興基金 3億6,196万円

公共施設等整備管理基金 271万円

教育・文化・スポーツ振興基金 3,045万円

森林環境整備基金 4,024万円

ふるさと応援基金 7,429万円

庁舎建設基金 5億3,315万円

学校基金 269万円

特
別
会
計

奨学基金 1万円

国民健康保険基金 1億2,546万円

介護保険基金 4億7,014万円

合　計 29億2,354万円

市の財産

市 債

区　分
令和５年度末
現 在 高

令和５年度
元利償還金

一般会計 109億8,731万円 10億1,507万円

下水道事業特別会計 17億2,786万円 3億2,591万円

病院事業会計 4億1,304万円 8,8,781万円

水道事業会計 19億6,115万円 2億2,807万円

合　計 150億8,936万円 16億5,686万円

　市債とは、市の借金のことです。一般、特別、企業会計の市債残高の合計は、次のグラフ

のとおりです。
(億円)

160
166

163

市債残高の推移

151

２年度
令　和
元年度

156

３年度 ４年度 ５年度
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　　全ての公営企業会計に

  資金不足比率　…………………　公営企業会計の事業規模に対する赤字額 　おいて資金不足比率なし

　　毎年の事業収入に対して現金がどのくらい不足するのかを示した指標です。
　　家計簿に例えると、世帯主以外の家族一人一人の収入に対する赤字額の割合です。

●令和５年度決算に基づく健全化判断比率（単位：％）

区　分
実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

公 表 数 値 ― ―
5.7
(5.3)

65.4
(67.8)

早期健全化
基 準

14.34
(14.36)

19.34
(19.36)

25.0
(25.0)

350.0
(350.0)

財 政 再 生
基 準

20.00
(20.00)

30.00
(30.00)

35.0
(35.0)

※１ 実質赤字比率または連結実質赤字比率がない場合は、「―」
　　 と記載しています。
※２ （　）内は令和４年度決算に基づく数値です。

　平成19年6月に公布された「地方公共団体の

財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に

より、毎年度、健全化判断比率と資金不足比率を

算定し、公表することが義務づけられています。

　令和５年度決算に基づいて算定された本市の

健全化判断比率は、財政再建に取り組まなけれ

ばならない基準（早期健全化基準）をいずれも下

回っています。

健全化判断比率と資金不足比率を公表します

令和５年度決算に基づく

１. 実質赤字比率　………………　標準的な収入に対する赤字額　　　　　　　　　　　　　　　赤字なし

　　一般会計等の赤字が標準的な収入に占める割合を示す指標です。
　　家計簿に例えると、世帯主の収入に対して赤字額が占める割合になります。

２. 連結実質赤字比率　…………　標準的な収入に対する各会計を連結した赤字額　　　　　　　赤字なし

　　全ての会計等の赤字が標準的な収入に占める割合を示す指標です。
　　家計簿に例えると、世帯主の収入の合計に対して家族全員の赤字額が占める割合になります。

３. 実質公債費比率　……………　標準的な収入に対する借金返済の負担割合　　　　　　　　　  健　全

　　標準的な収入における地方債（国や銀行などからの借入金）の返済額などが占める割合を示した指標です。
　　家計簿に例えると、住宅ローンなどの返済額が収入に占める割合になります。

４. 将来負担比率　………………　標準的な収入に対する将来の実質的な債務などの負担割合　　  健　全

　　標準的な収入における今後負担することになっている負債額などが占める割合を示した指標です。
　　家計簿に例えると、住宅ローンなどの残高が現在の収入に占める割合になります。

■都市計画税の使途内訳
区分 金額（万円）構成比（％）

公園整備事業 3,077 6.7

下水道整備事業 9,187 20.2

地方債償還額（※） 33,272 73.1

合計 45,536 100.0

※街路、公園、下水道事業のために借り
　入れた地方債償還額

■都市計画事業等の財源内訳
区分 金額（万円）構成比（％）

都市計画税 5,588 12.3

一般財源等 28,534 62.6

その他特定
財源

11,414 25.1

合計 45,536 100.0

※その他特定財源とは、地方債、使
用料等が含まれます。

　都市計画税は、街路、公園、下水道整

備などの都市計画事業等の費用に充てる

ため課税される目的税で、都市計画区域

のうち、用途地域内に土地や家屋を所有

しているかたに、その資産の価格に応じ

て納めていただく税金です。

　令和５年度の都市計画税（5,588万円）

は、左記のとおり都市計画事業等

（4億5,536万円）の財源として活用しました。

都市計画税の使途状況をお知らせします

●令和５年度決算に基づく資金不足比率　　　　　　　（単位：％）

企業会計・特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計
―

（―）
20.0

（20.0）

病院事業会計
―

（―）
20.0

（20.0）

下水道事業特別会計
―

（―）
20.0

（20.0）

※1  資金不足比率がない場合は、「―」と記載しています。
※2  （　）内は令和４年度決算に基づく数値です。
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■令和５年度寄付件数・金額

区分 件数 金額

個 人 14,489件 213,275,050円

企業・団体 21件 11,979,734円

合 計 14,510件 225,254,784円

　市には毎年、個人、企業・団体から多大なるご厚意のもと、多く

の寄付金が寄せられています。この貴重な寄付金は、市のまちづく

りの大きな支えとして、有効に活用させていただいており、改めて

感謝申し上げます。今後とも、皆様と「ふるさと芦別」の縁を大切

に育んでまいりたいと考えておりますので、芦別の発展に温かいご

支援を賜りますようお願い申し上げます。

令和５年度寄付金の状況を公表します

令和 5 年度 主な事業の決算額
事業名 決算額 事業の成果の内容

子どもセンター整備事業 3,807万円
公共施設の脱炭素化を推進するため、子どもセンター照明器具ＬＥＤ化工事を実施し
ました。

健民センター整備事業 1億2,584万円
健民センター施設の環境整備を図るため、スターライトホテル屋上防水改修工事や屋
外非常階段の更新を実施しました。

道の駅整備事業 4,598万円
道の駅施設の環境整備を図るため、物産センター屋根塗装工事及び屋上防水工事やイ
ンクルーシブ遊具の設置を実施しました。

道路維持改良事業 1億7,136万円
舗装の改良や段差の解消、高齢者や障がい者に配慮した歩車道の確保のため、西4丁
目3線ほか11路線の維持改良工事及び市道街路灯のＬＥＤ化を実施しました。

橋りょう整備事業 3,462万円
快適・安全な橋りょう環境の整備のため、見返橋補修工事等のほか17橋の橋りょう点
検を実施しました。

除雪機械整備事業 2,508万円
冬期間における交通を確保し、安全・安心な暮らしを提供するため、除雪ロータリの
更新を実施しました。

公園整備事業 3,059万円
公共施設の脱炭素化を推進するため、公園灯ＬＥＤ化工事を実施しました。また、利
用環境向上を図るため、旭ケ丘公園等トイレ改修工事等も実施しました。

市営住宅維持管理事業 2億2,114万円
公営住宅等長寿命化計画に基づき、将来に向けた地区管理戸数の縮減化を図るため、
ことぶき団地除却工事（4棟32戸）等を実施しました。

公営住宅建替事業 1億 712万円
住宅環境の充実を図るため、ことぶき団地建替工事（1棟12戸）及びことぶき団地建
替工事実施設計業務委託等を実施しました。

消防団用車両購入事業 2,937万円
消防団の機能強化を図るため、芦別消防第五分団の消防ポンプ自動車の更新を実施し
ました。

スクールバス購入事業 2,492万円
中学校の統合に伴い、通学手段を確保するため、新たにスクールバス路線の新設及び
老朽化したスクールバスの更新を実施しました。

中学校施設整備事業 2,071万円
中学校の統合に伴い、学校施設の環境改善を図るため、芦別中学校3線校舎トイレ内
装改修工事等を実施しました。

総合運動公園施設改修事
業

2,959万円
適切な施設の管理運営を図るため、市民球場ラバーフェンス改修工事を実施しました。

市民会館・青年センタ一
整備事業

4,950万円
適切な施設の管理運営を図るため、市民会館大ホール舞台照明設備の更新を実施しま
した。

給食センター整備事業 4,158万円
安心・安全な学校給食の提供を図るため、食器消毒保管機更新のほか、電気設備及び
内部改修工事を実施しました。

○寄付金の活用状況

　令和５年度にいただいた寄付金

区分 活用事業

①芦別130周年市制施行70周年記念事業費寄附金 芦別130周年・市制施行70周年記念事業全般

②交通安全対策事業費寄付金 交通安全対策に係る購入費（自転車用ヘルメット等）

③通学自動車整備事業費寄付金 スクールバス購入費

④図書館整備費寄付金 図書購入費

⑤その他寄付金 市立芦別病院医療機器購入費など

⑥ふるさと応援寄付金

健康と命を守る事業 総合運動公園維持管理費、公園管理費、生活習慣病予防対策事業など

子ども、子育て支援事業 乳幼児医療助成事業、子どもセンター管理運営費、学校給食事業など

活気あるまちづくり事業 商工業振興・育成事業、農業振興対策事業、移住・定住促進事業など

地域の魅力向上事業 道の駅等管理運営費、ベースボールサマーキャンプ開催事業など

「星の降る里あしべつ」を応援する事業 公園管理費、高等教育推進事業、母子保健事業など

ふるさと納税促進に関する事業 ふるさと納税感謝特典報償費、ふるさと納税ポータルサイト利用手数料など

令和5年度にいただいた寄付金のうち、1億4,614万5,050円を上記事業に活用させていただいたほか、7,910万9,734円を基金とし
て積み立て、後年度の事業に有効活用させていただくこととしました。
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　令和４年度までにいただいた寄付金

区分 活用事業

①地域産業振興基金 総合福祉センター管理運営費、保健福祉施設管理運営費、公園管理運営費など

②公共施設等整備管理基金 図書館管理運営費、給食センター管理運営費など

③教育・文化・スポーツ振興基金
中学校管理運営費、百年記念館管理運営費、市民会館青年センター管理運
営費など

④森林環境整備基金 森林環境整備事業

⑤芦別130周年・市制施行70周年記念事業基金 芦別130周年・市制施行70周年記念事業全般

⑥ふるさと応援基金

健康と命を守る事業 感染症予防対策事業、生活習慣病予防対策事業など

子ども、子育て支援事業 小学校管理費、中学校管理費など

活気あるまちづくり事業 移住・定住促進事業、農業振興対策事業など

地域の魅力向上事業 観光振興推進事業、道の駅等管理運営費など

「星の降る里あしべつ」を応援する事業 総合運動公園管理費、学校給食事業など

令和4年度までにいただいた寄付金のうち各基金に積み立てをしていたものを、令和5年度に実施した上記事業に
2億4,053万9,543円を活用させていただきました。

安全安心なまちづくりの日及び全国地域安全運動の実施
～みんなで築こう、安全で安心な大地～

○安全安心なまちづくりの日／10月11日㈮

○運動期間／10月11日㈮～20日㈰

ア　安全安心なまちづくりの日

・10月11日は、国民の防犯に対する意識と理解を深めるこ

とを通じて犯罪に強い社会の実現を目指す「安全安心な

まちづくりの日」です。この機会に今一度、誰もが安全

で安心して暮らすことのできる社会を実現するため、一

人ひとりができる範囲の地域安全活動に取り組みましょ

う。

イ　子どもと女性の犯罪被害防止

・地域の見守りの目を増やすことは、犯罪の未然防止や防

犯力の向上にもつながることが期待できます。ウォーキ

ングや買物、犬の散歩等の日常生活の中でできる「なが

ら見守り」と、不審者等発見時の早期通報にご協力願い

ます。

・危険な事態を予測、回避する能力を身につけるため、見

通しが悪いなど危険な箇所の把握や、不審者に遭遇した

際の対処方法を、日頃から子どもと話し合いましょう。

・路上、電車などで危険な場面に遭遇した際には、防犯ブ

ザー等の防犯グッズのほか、痴漢対策機能等が搭載され

た北海道警察公式防犯アプリ「ほくとポリス」が有効です。

ウ　特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害防止

・ＳＮＳ上で著名人になりすました者等と交信を重ね、投

資などの名目でお金をだまし取る手口の詐欺被害が急増

しており、被害が高額となる傾向があります。

・ＳＮＳ、電話、メールなどで投資等のもうけ話や、トラ

ブルに巻き込まれた話をされたときは、詐欺を疑い、す

ぐに相手との連絡を絶ってご家族や警察（警察相談専用

ダイヤル♯9110）にご相談ください。

・北海道警察公式防犯アプリ「ほくとポリス」では、特殊

詐欺被害やその予兆と考えられる事案の発生情報を配信

しています。被害を防ぐためには、詐欺の手口を知るこ

とがとても大切です。この機会にぜひインストールして

ご活用ください。

・ＳＮＳには「闇バイト」「即金」こんな言葉があふれてい

ますが、これはアルバイトの募集ではなく、犯罪実行者

の募集です。犯罪に加担することになり、逮捕された人

が多くいます。これらの犯罪で被害を受ける人がいます。

絶対に応募してはいけません。

・特殊詐欺の被害防止のためには、犯人と直接電話で話さ

ないことが有効な被害防止対策となります。

・固定電話を常に留守番電話に設定し、相手を確認してか

ら電話にでることにするほか、迷惑電話防止機能付の機

器を積極的に活用しましょう。

エ　自転車盗難、万引きの被害防止

・自転車の盗難被害が全道的に増加しています。盗難被害

を防ぐためには錠を掛けることが大切ですが、一つでは

足りません。短時間の駐輪であっても、複数の錠をかけ

る「ツーロック」で盗難被害をブロックしましょう。

・自転車防犯登録は、盗難被害の未然防止や、盗難自転車

の早期返還に大きく役立ちます。一度登録すれば20年間

有効です。自転車を利用する際は忘れずに登録してくだ

さい。

・万引きは窃盗罪（10年以下の懲役または50万円以下の罰

金）であり、決して軽い罪ではありません。もし、捕ま

るのを免れようと従業員等に暴力を振るったら、事後強

盗罪（５年以上の有期懲役）になりますし、さらに怪我

をさせた場合、強盗致傷罪（無期または６年以上の懲役）

となります。

・万引きによるお店の被害は甚大です。「万引きはしない、

させない、許さない」をみんなで徹底しましょう。

　運動期間中は、関係団体等と連携し、市民の皆さまの自主

防犯意識の高揚と地域安全運動の活性化を図り、安全で安心

な『星の降る里あしべつ』のために活動を行いますので、皆

様のご理解とご協力をお願いします。

●詳細／芦別警察署☎22‐0110
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　「
芦
別
・
炭
鉱
︿
ヤ
マ
﹀
と
マ
チ
の
社
会
史
」

を
刊
行
さ
れ
た
著
者
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
・
嶋

崎
尚
子
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
同
学
部
ゼ
ミ
生
12

人
（
３
～
４
年
生
）
と
ゼ
ミ
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

17
名
が
９
月
９
日
か
ら
宿
泊
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
５
日
間
に
わ
た
る
「
石
炭
産
業
か
ら
戦
後

日
本
の
労
働
、
家
族
、
地
域
を
考
え
る
ゼ
ミ
」
の

一
環
で
、
本
市
を
含
む
空
知
管
内
の
産
炭
地
を
巡

検
さ
れ
た
感
想
の
ほ
か
、
空
知
産
炭
地
域
の
関
係

や
閉
山
後
の
産
業
転
換
な
ど
本
市
の
現
状
や
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
て
同
12
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
懇

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は

率
直
な
意
見
、
提
言
な
ど
も
い
た
だ
く
な
ど
、
大

変
有
意
義
な
意
見
交
流
の
機
会
と
ご
縁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
３
年
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、

来
年
も
実
施
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
伺
い
、
喜
ば

し
く
思
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
い
た
だ

け
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
地
方
創
生
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
に
続
く
第
２
弾
と
し
て
、
北
海
学
園
大
学
経
営

学
部
・
佐
藤
大
輔
教
授
ゼ
ミ
の
学
生
さ
ん
と
芦
別

青
年
会
議
所
の
共
同
に
よ
る
、
札
幌
圏
４
大
学
の

学
生
さ
ん
24
人
と
市
内
の
小
中
学
生
、
高
校
生
、

児
童
生
徒
の
保
護
者
、
企
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
通
じ
、
芦
別
創
生
を
考
え
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
「『
好
き
』
の
降
る
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、
同
12
日
か
ら
３
日
間
、
市
内
で
開
催
さ
れ
、

最
終
日
の
14
日
に
は
、
芦
別
の
よ
さ
や
好
き
な
と

こ
ろ
を
掘
り
起
こ
し
て
コ
ン
ペ
を
競
う
発
表
会
が

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
７
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
芦

別
の
「
ひ
と
」「
も
の
」「
こ
と
」
を
通
じ
て
、
芦

別
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
も
豊
か

な
内
容
で
、
改
め
て
、
芦
別
な
ら
で
は
の
「
よ
さ
」

を
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
全
員
に

よ
る
投
票
で
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
そ
し
て
、

お
帰
り
な
さ
い
芦
別
。」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

芦
別
の
若
者
や
芦
別
以
外
の
全
員
に
「
居
心
地
の

よ
さ
、
人
の
よ
さ
」
か
ら
「
あ
っ
た
か
す
ぎ
る
よ

芦
別
」と
呼
び
か
け
、「
何
も
な
い
か
ら
生
み
出
す
、

創
り
出
す
」
と
、
芦
別
創
生
へ
の
ヒ
ン
ト
を
投
げ

か
け
ら
れ
た
、
北
海
学
園
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
選

ば
れ
る
な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
意

義
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
来
年
の
開
催
に
も
期

待
し
つ
つ
、
企
画
い
た
だ
い
た
ゼ
ミ
生
の
皆
様
、

参
加
さ
れ
た
大
学
生
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
芦
別
青
年
会
議
所
様
、
市
民
並
び
に
企
業
関
係

者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
・
市
民
決
起
大
会
が
、

同
14
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
多
年
に

わ
た
り
交
通
安
全
運
動
に
尽
力
さ
れ
、
栄
え
あ
る

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
団
体
・
個
人
の
皆
様
に
心
か

ら
敬
意
と
祝
意
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
市

か
ら
悲
惨
な
交
通
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
の

決
議
文
が
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
全
員
に
よ
り

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
日
ご
と
に
日
没
が
早
ま

り
、
夕
暮
れ
の
時
間
帯
が
帰
宅
や
買
い
物
の
時
間

と
も
重
な
り
、
特
に
高
齢
歩
行
者
の
事
故
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
と
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
が

一
丸
と
な
っ
て
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
同
15
日
、
ご
案
内
に
よ
り
出
席
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
幸
町
敬
老
会
が
、
で
あ
え
ー
る
緑
幸
団
地

集
会
所
で
、
三
菱
町
内
会
敬
老
祝
賀
会
が
、
啓
南

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
参
会
さ
れ

た
皆
様
の
お
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
お
姿
を
拝

見
し
、
私
も
元
気
を
い
た
だ
い
た
思
い
で
、
大
変

嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
敬
老
の
日
を
迎
え
心
か

ら
の
祝
意
と
、
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、
地
域

や
社
会
に
尽
く
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
も
い
わ
れ
る
中
、
健
康

の
マ
チ
を
標
榜
す
る
本
市
と
し
て
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
ご
長
寿
を
重
ね
、
安

心
し
て
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
分
野
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
施
策
や

ま
ち
づ
く
り
に
一
層
意
を
用
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
に
は

健
康
管
理
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。（
９
月
19
日
記
）

芦
別
市
長
　

荻
原
　
貢

　
★
市
長
だ
よ
り
★
　


赤い羽根共同募金にご協力を

　10月１日から「赤い羽根共同募金

運動」が行われます。

　この募金は、社会福祉協議会の事業をはじめ、高

齢者福祉事業、障がい者福祉事業、ボランティア団

体や福祉施設への助成など「地域福祉の推進」のた

めに活用されています。

　ご協力をお願いします。

●詳細／芦別市共同募金委員会（総合福祉センター

社会福祉協議会内）☎22-2194

第38回「防犯都市宣言」を記念する市民の集い

地域安全運動芦別市民大会を開催

　安心して暮らせる安全な地域社会を目指すために、市

民大会を開催しますので、多くの市民の皆さまの参加を

お待ちしています。

○日時／10月８日㈫午後２時～

○場所／総合福祉センター２階大ホール

○講話／消費者トラブルから身を守ろう

　　　　～身近に潜む悪徳商法～

○講師／山口博美さん（北海道消費者協会非常勤講師）

●詳細／環境生活係☎27-7361

早稲田大学文学部教授の嶋崎尚子様はじ
めゼミ生の皆さんが、空知管内でのフィー
ルドワークを行い、大変有意義な意見交
流をさせていただきました。
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まちの話題　　　　　ASHIBETSU  NEWS 

フットサルリーグ所属のエスポラーダ北海道が芦別合宿

　８月31日から９月１日までの２日

間、フットサルＦリーグ２部のエス

ポラーダ北海道が、６年ぶり８回目

となる芦別合宿を市総合体育館で実

施しました。

　初日は「歓迎セレモニー」が行わ

れ、荻原市長から「体調管理に十分

気をつけながら自己の目的に向かっ

て、けがのないよう合宿を終えます

ように」とあいさつがありました。

　小原風輝主将は、「９月16日から

リーグ後半戦が始まり、リーグ優勝

に向けて大事な合宿になり、素晴ら

しい環境で練習できることを幸せに

思います」との感謝の言葉がありま

した。

北海学園大学・学生による「好き」の降る里プロジェクト

　９月12日～14日、北海学園大学・

佐藤大輔研究室の学生による「好き

×芦別『好き』の降る里プロジェク

ト」が開催されました。

　今年で２回目の開催となる今回

は、札幌圏の大学生と市内の小・

中・高校生や市内企業のかたなどと

の交流、夕食会を経て、最終日に総

合福祉センターでグループ別のプレ

ゼン発表が行なわれ、来場者の投票

により優勝チームが決められ、結果

発表の瞬間に歓声が上がりました。

優勝チームのメンバーは、「最初の

インパクトや内容を重視し、芦別の

『好き』について共感してもらえる

よう、語りかけるように話す工夫を

しました」と嬉しそうに話していま

した。

民間主導でのイベント「上芦別公園フェスティバル」を開催

　８月25日、上芦別公園で地域活性

化プロジェクト実行委員会（野崎浩

章実行委員長）主催の「上芦別公園

フェスティバル」が開催されました。

　これは、市のまちづくり推進事業

でのチャレンジ事業として採択され

た民間主導のイベントになります。

　当日は好天の中、多くの市民がラ

イブステージやゲームなどの催しを

楽しみました。

　特にリアルスプラトゥーン（＝写

真＝）は、子どもたち３～５人で１

チームを作り、２チームで色水が

入った水鉄砲を撃ちあい、相手のT

シャツをどれだけ汚せるかを競う

ゲームで、人気を集めていました。

野のおもひで館にて協力隊トークタイムを開催

　９月５日、野のおもひで館にて地

域おこし協力隊トークタイムが開催

されました。

　任期半年を残す、協力隊２人が登

壇し、岩﨑佳奈美さんは、任期中に

手がけた作品を紹介し、駅前にオー

プンしたイラスト教室のＰＲを行な

いました。

　また、佐野貴美恵さんは、広報宣

伝活動や空知協力隊ネットワーク立

ち上げまでの経緯について説明を行

いました。

　質疑応答の後に、野のおもひで館・

館長の石川睦子さんは、約40人の

参加者に向けて、任期終了後の協力

隊への支援を呼びかけていました。
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－ 確かな防災情報で
　 　　　避難行動を －防災カフェ

　防災情報はテレビやラジオの天気予報からとい

うのが一般的ですが、あしべつ防災メール39で

も避難等の防災情報やヒグマの目撃情報などを発

信しています。市公式LINEでは防災情報や、食

中毒警報のほか各種イベントなどの防災情報以外

のお知らせも配信していますので、まだ利用され

ていないかたはこの機会に登録をお願いします。

登録方法などは、各戸に配布されている防災ガイ

ドブックや市公式ホームページで確認するか、危

機対策係までお問い合わせください。

　雨による災害が心配な時は、土砂災害や洪水等

をリアルタイムで地図上に予測表示され、危険度

が高まっている場所を確認することができる気象

庁の「キキクル」が便利です。気象庁のホームペー

ジから検索して、ハザードマップと併せてご活用

ください。

　他にも、スマートフォンアプリを活用し、離れ

た地域で暮らす高齢者の家族など、相手の地域を

登録することで、登録した地域に水害などの危険

が迫った際、防災情報を登録者が受け取れる「逃

げなきゃコール」があります。これは、配信され

る防災情報をもとに情報の受け手が発信者とな

り、大切な人に直接電話等で避難を呼び掛けるこ

とができます。

　災害時には、憶測に基づく誤った情報により混

乱することがあります。日頃から正しい情報発信

先の登録や情報内容を確認しておくことで、いざ

という時に迅速な避難行動に活用することができ

ます。

【アプリやサービスについて】

国土交通省「逃げなきゃコール」サイト

ht tp s : / /www.m l i t . g o . j p / r i v e r / r i s p /

policy/33nigecall.html?id=01

　　　　　　　●詳細　危機対策係☎27-7058

　2024年度全国統一防火標語

の「守りたい　未来があるから

　火の用心」を掲げ、10月15

日～31日までの17日間、全道

一斉に秋の火災予防運動が展開

されます。

　火災が発生しやすい時季に入

ります。暖房機器の使用前に機

器の点検と整備をし、置き場所

をチェックするなど一人ひとり

が火の元に注意を払うことが必

要です。

　令和５年中に全国で発生した

総出火件数は38,659件、全道で

は、1,587件の火災が発生しま

した。普段から家族や地域で火

の取り扱いや避難方法などにつ

いて話し合い、悲惨な焼死や重

要な財産の損失をもたらす火災

を防ぎましょう。

※平成23年６月１日から、全て

の住宅に住宅用火災警報器の設

置が義務付けられています。

　また、電池の寿命はおよそ10

年です。定期的に作動確認をし

ましょう。

●詳細　芦別消防署保安係

☎22-3106

狩猟期間中の道有林への
入林自粛について

　エゾシカ狩猟期間（10月

１日～令和７年３月31日）

中は、多くの狩猟者が道有林

へ入林します。

　狩猟に伴う事故防止のた

め、この期間の狩猟目的以外

での入林はお控えください。

　エゾシカによる森林等被害を低減するた

め、皆さんのご理解とご協力をお願いしま

す。

●詳細　北海道水産林務部森林海洋環境局

道有林課道有林管理係☎011-204-5519

秋の火災予防運動
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◆10月の営業時間について

◎営業時間／売店：午前９時30分

～午後５時

レストラン：午前11時～午後２時

30分、午後３時30分～午後６時

事務室：午前８時30分～午後６時

◎休業日／売店：毎週木曜日

※売店が休業日となる木曜日はピ

ッツァ芦別もご利用できません。

※道の駅星型公衆トイレは全日ご

利用できます。

◆バンドによる路上ライブの開催

について

◎日時／10月５日（土）午後２時～

３時

◎出演／十手ジャパン

（代表：星の降る里あしべつ応援

団　松坂孝一）

●問い合わせ／観光物産センター

☎23-1437

イベント 広場イベント 広場

◆10月のイベントのお知らせ

◎毎週月曜日／お楽しみビンゴデ

ー（午後１時45分～）

◎毎週火曜日／朝風呂・夜風呂限

定三角くじ（対象受付時間＝午前

６時～９時、午後７時～９時）

◎毎週水曜日／おふろcaféポイン

トカードポイント２倍、水曜サ活

☆熱々サウナデー

◎毎週木曜日／お楽しみビンゴデ

ー（午後１時45分～）

◎毎週金曜日／男性浴室限定スタ

ッフ熱波サービス（午後７時～）

◎毎週土曜日／泥パック作りワー

クショップ（午後１時30分～）

男性浴室限定スタッフ熱波サービ

ス（午後７時～）

◎毎週日曜日／小麦の奴隷富良野

店（パン販売）移動販売デー（午

前11時～午後３時）

観光物産
センター

スターライト
ホテル

 「朗読の集い」
 心と耳で楽しむひととき

　10月18日から21日までの４日

間、陶芸センター裏にて「穴窯見

学会」を実施いたします。

　どなたでも見学可能ですので、

陶芸に興味のあるかた、陶芸を知

ってみたいかた、ぜひお越しくだ

さい。

　また、穴窯で製作した陶芸品を

11月１日から11月10日まで期間限

定で陶芸センター内和室にて展示

会もいたしますので、そちらも併

せてお越しください。

※見学会については、定員を設定

させていただきますので、下記連

絡先へお問い合わせください。

●予約・問い合わせ／☎22-0633

　「朗読の集い」を開催します。

　今回は、キッズもジュニアも楽

しめる時間を用意しました。絵本

や紙芝居もあります。

◎期日／10月27日（日）

◎時間／午前10時～

◎場所／市立図書館視聴覚室

◎参加料／無料

●問い合わせ／声のボランティア

かりんとう（冨樫）

☎080-6093-7641

 陶芸センターよりお知らせ

 カナディアンワールド

◆10月イベントのお知らせ

①「ANOAコンサート」

　東京を中心に活動している「A

NOA」（男女混声ボーカルアンサ

ンブルグループ）によるケルト音

楽のコンサートが開催されます。

◎日時／10月13日（日）午後１時～

◎会場／カナディアンワールド内

「アンの教会」

◎入場料／無料（募金は任意）

②「翠千賀コンサートとワイン会」

　カラオケバトルのレジェンド・

オペラ魔女、翠千賀によるコンサ

ートと、イタリアンオーガニック

ワインの試飲・販売会が開催され

ます。

◎日時／10月20日（日）

・コンサート／午後１時30分開場

午後２時開演

・ワイン会／午後３時～

◎場所／コンサート＝アンの教

会、ワイン会＝ミックマック

◎要予約／☎090-2818-5818（西

村）

③「ストリートランプデー」

　池の周辺の街頭を点灯し、幻想

的な空間を演出します。

◎日時／10月19日（土）・20日（日）

・26日（土）午後４時～６時

（入場は午後５時30分まで）

※午後６時でゲートを閉めます。

それ以降は出られなくなりますの

でお気を付けください。

◆今期の営業について

　10月26日（土）で今年度の営業が

終了となります。

　ぜひお越しください。

●問い合わせ／カナディアンワー

ルド振興会☎090-2817-6676

（事務局長：佐藤）

男性浴室限定スタッフ熱波サービ

ス（午後７時～）

●問い合わせ／スターライトホテ

ル☎23-1155

　上芦別公園にて上記イベントが

開催されます！

　超豪華景品が当たる参加型ゲー

ムやキッチンカーによる飲食無料

提供！

　最後には市販の打ち上げ花火で

夜空を彩ります！

　子どもから大人まで楽しめるイ

ベントとなっておりますので、ぜ

ひお越しください！

　飲食時のルールや当日の開催決

定等、詳細はInstagramをチェッ

ク！

◎日時／10月19日（土）正午頃～

午後９時頃

　なお、小雨決行ですが、雨天・

荒天の場合は20日（日）に延期し

ます。

●詳細／

　ONE　TEAM

　Instagram

 SPARKLERS FESTIVAL！
 2024～芦別で一番小さな
 花火大会～開催！
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星の降る里
百年記念館

 星槎祭を開催します

○日時／10月12日（土）午前11時

～午後２時

○場所／星槎国際高等学校芦別学

習センター（北７条西５丁目２‐

13）

○テーマ／今ここに集う～スター

ダストたち～

○ゲスト／ CLEARANCE（芦

別市）、AIRI（帯広市）

○その他／全校生徒が、芦別を盛

り上げるべくさまざまなブースを

展開します！

　ぜひ、ご来場ください。

●問い合わせ／星槎国際高等学校

芦別学習センター（谷越）

☎24-6101、FAX23-0201

◆芦別美術協会展を開催します

◎期間／10月13日（日）～11月３日

（日）

◎時間／午前９時～午後５時

（最終日は午後３時まで）

◎観覧料／同展のみの観覧は無料

◎休館日／月・火曜日

●問い合わせ／星の降る里百年記

念館☎24-2121

「はたちを祝う会」（旧成人式）を開催します

■令和７年芦別市はたちを祝う会

○日時／令和７年１月12日㈰午後１時～

○場所／芦別市民会館

○対象

①平成16年４月２日～平成17年４月１日生まれで本市に住民登録し　

　ているかた（市内に住民登録のあるかたには、11月中に郵送でご　

　案内します）。

②家族が市内に在住し、本市のはたちを祝う会に出席を希望するかた。

③本人及び家族が市内に在住していなくても、本市のはたちを祝う会

　に出席を希望するかた。

※②と③は12月10日㈫までに電話で申込みください。

○その他／式典終了後、青年センターにて「参加者の語らいの場」と

　して交流会を行います。

●申込・詳細／生涯学習係☎0124-22-3110

「はたちを祝う会」の宣言者を募集します

○日時／令和７年１月12日㈰午後１時～

○対象／令和７年芦別市はたちを祝う会参加者（平成16年４月２日～

　平成17年４月１日生まれのかたで1回程度の発表練習が可能なかた）

○募集人数／男女を問わず若干名（応募多数の場合は選考になります）

○応募方法／氏名、住所、生年月日、性別、電話番号、応募動機を明       

　記のうえ、「宣言」で発表することを200字以上400字以内で記載し

　て、郵送またはFAX、E-mailのいずれかで提出してください。

○締め切り／12月２日㈪

○提出先　芦別市教育委員会生涯学習課生涯学習係

　（〒075-0011　芦別市北１条東２丁目４番地）☎0124-22-3110

　FAX 0124-22-3172、 E-mail : syougai@city.ashibetsu.hokkaido.jp

※メールでの応募の場合は、件名に「はたちを祝う会の宣言応募」と

必ず明記してください。

●申込・詳細／生涯学習係☎0124-22-3110

私たちはスポーツ振興くじ

助成を受けています。

2024日本プロ野球ＯＢク

ラブベースボールサマー

キャンプ in 芦別は８月６

日㈫～８日㈭に、スポー

ツ振興くじ助成を受けて

実施されました。

全国・全道大会に出場した児童・生徒等の情報をお知らせください

　11月３日（文化の日）に開催する芦別市スポーツ協会奨励賞授賞式の対

象となる次の条件を満たした小学生・中学生・高校生・大学生・個人の情

報を探していますので、スポーツ振興課スポーツ振興係へお知らせください。

○市内に在住し市外の学校に通学または在学する高校生・大学生で次の成

　績を収めたかた

　①全道大会で優勝したかた②全道大会で準優勝したかた（小学生・中学

　生・高校生のみ）③❶に準じる成績で全国大会の出場資格を得たかた

　④北海道を代表して全国大会出場チームに選出されたかた

○市内に在住し市外のスポーツ団体（スポーツ少年団やスポーツクラブな

　ど）に所属する小学生・中学生・高校生・大学生・個人のかたで❶～❸

　の成績を収めたかた

○対象となる期間／令和５年11月3日～令和６年11月２日

●情報の連絡先・詳細／スポーツ振興課スポーツ振興係☎24-2525

　（平日のみ午前９時～午後５時）
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　令和７年度の市内保育所等（認定こども園芦別みどり幼稚園、芦別みどり幼稚園附属保育

園リリー、つばさ保育園）の入所申請を受け付けますので、希望されるかたは受付期間内に

手続きをしてください。

　入所を申し込む場合は、子ども・子育て支援新制度に基づく教育・保育給付認定（保育の

必要性の認定等）を受ける必要があります。また、市内居住のかたは、入所申請と同時に教

育・保育給付認定申請も受け付けます。

令和７年度  市内保育所等の入所申請を受け付けます

受付期間及び時間
11月１日㈮～11月29日㈮、土・日曜日及び祝日を除く午前８時30分から午後５時15分まで
※入所申請書類も11月１日㈮から配布します。勤務先から証明を受ける必要があるので、受
付期間開始後、早目に書類を受け取るようにしてください。

受付場所
子どもセンターつばさ内保育園側窓口（本町28番地）
※認定こども園の受付については、認定こども園芦別みどり幼稚園で行います。

保育所等
認定こども園芦別みどり幼稚
園（私立）

芦別みどり幼稚園附属保育園
リリー（私立）

つばさ保育園（市立）

対象年齢

満３歳から小学校就学前まで
の幼児

生後８週から２歳までの乳幼
児　※満３歳から芦別みどり
幼稚園に入園できるよう受け
入れ態勢が整っています。

生後８週から小学校就学前ま
での乳幼児

入所対象者
（保育の必要性の
認定）

乳幼児の保護者が
　①１か月において48時間以上家事以外の仕事をしている
　②出産前後である（産前８週、産後８週）
　③病気または心身に障がいがある
　④同居または長期入院等をしている家族を、常に介護または看護している
　⑤震災、風水害及び火災その他の災害の復旧に当たっている
　⑥起業準備を含む求職活動を行っている
　⑦職業訓練校等での職業訓練を含む就学をしている　など

保育料及び給食費
について

３歳未満は保育料、３歳以上は給食費が掛かります。ただし、市民税の課税額等により納付
が免除になることがあります。

入所選考 希望先の保育所等に空きがない等の理由により、他の保育園に利用調整することがあります。

入所選考結果通知等 12月中旬に送付します。

広域入所について 勤務先の都合により、近隣市町の保育所等へ入所希望の場合は、お問い合わせください。

その他 保育園リリーにつきましては、入所選考後に同園との入所契約が必要になります。

※つばさ保育園の運営には電源立地地域対策交付金1,338万２千円が活用されています。

●申込・詳細　子ども家庭係☎24-2777、認定こども園芦別みどり幼稚園・保育園リリー☎22-3426

令和７年度　認定こども園芦別みどり幼稚園入園案内を配布します

　10月22日㈫より当園窓口にて「入園案内要項」「願書」（一部300円）等を配布します。

　詳細については、入園案内要項に掲載されておりますが、10月11日㈮からはホームページでご覧いただけ

ます。不明な点等は、園にお問い合わせください。

　お知り合いやご近所のかたにもお伝えいただき、ぜひ、検索してみてください。

○入園受付日／11月９日㈯

●詳細／認定こども園芦別みどり幼稚園☎22-3426、ホームページは「芦別みどり幼稚園」で検索できます。

認定こども園芦別みどり幼稚園 芦別みどり幼稚園附属保育園リリー つばさ保育園
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■12月２日より保険証が廃止されます

　令和６年12月１日時点でお手元にある保険証や限度額適用・標準負担額減額認定証（以下、「減額認定証」

という。）並びに限度額適用認定証については有効期限（令和７年７月31日）までお使いいただけます。

　※国民健康保険の短期被保険者証及び資格証明書の有効期限は、上記と異なります。

【令和６年12月２日からの対応】

○令和６年12月２日時点でお手元に保険証がないかたには、保険証は交付されません。

　下記、①または②の対応となります。

①既に保険証利用登録をしたマイナンバーカード（以下、「マイナ保険証」という。）をお持ちのかたは、

マイナ保険証を提示することで医療機関の受診が可能です。（利用登録を行っているかどうかは、マイ

ナポータルで確認してください。）

　※新規加入の場合、負担割合等が記載された「資格情報のお知らせ」を発行いたします。

②マイナ保険証をお持ちでないかたには、申請いただかなくても「資格確認書」を交付しますので、引き

　続き医療機関の受診が可能です。

< 資格確認書とは >

　令和６年12月２日以降は、保険証が廃止になりますので、原則マイナ保険証で医療機関を受診する

ことになります。

　ただし、マイナンバーカードを保険証利用するための登録をしていないかたやマイナンバーカード

自体をお持ちでないかたには、お手元にある保険証の有効期限がくる前に、申請いただくことなく「資

格確認書」を交付させていただきます。

　この「資格確認書」で引き続き、医療を受けることができます。

（マイナ保険証を紛失等した場合にも、申請により「資格確認書」を交付いたします）

■後期高齢者医療制度の限度額適用認定証と減額認定証の廃止に伴う変更点について

　保険証廃止と合わせて、後期高齢者医療制度の限度額適用認定証と減額認定証も廃止になります。廃止に

伴う変更点は以下の通りです。

①マイナ保険証をお持ちのかたは、ご自身の負担区分（現役 I ～Ⅲ・一般ⅠまたはⅡ・区分 I またはⅡ）

をマイナポータルで確認してください。

②「資格確認書」をお持ちのかたは、健康推進課医療助成係に申請すると「資格確認書」に負担区分の

併記が可能です。

※国民健康保険の限度額適用認定証と減額認定証は廃止されませんが、マイナ保険証を医療機関に提示

することでご自身の負担区分が適用されます。

■特定疾病療養受療証について

　厚生労働大臣が定める特定疾病（人工腎臓を実施する慢性腎不全など）のかたに交付される 「特定疾病療

養受療証」については、令和６年12月２日以降も継続して交付します。

　　●問い合わせ

　　　国民健康保険／国保係☎27-7362

　　　後期高齢者医療制度／①北海道後期高齢者医療広域連合☎011-290-5601

　　　　　　　　　　　　　②健康推進課医療助成係☎22-2422

国民健康保険・後期高齢者医療制度からお知らせ
～　保険証の廃止について　～
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●納付できるコンビニ

・セブンイレブン　・ローソン

・セイコーマートなど

※詳しくは納付書裏面

　をご確認ください。

●納付できるアプリ　　　　　　

PayPay請求書払い、ｄ払い請求書払い、

au PAY(請求書支払い)、J-Coin請求書払い

※アプリのカメラでバーコードを読み取り納付す

　る方法です。詳しくは、各アプリの利用方法を

　ご確認ください。

※アプリ納付では領収書が発行されません。

○新納付書

■ご注意～次の納付書はコンビニ等で使えません

・使用期限が過ぎたもの　　・バーコードがないもの　　　　・バーコードが読み取れないもの

・金額の訂正があるもの　　・金額が30万円を超えるもの　　・収納代行業者名の印刷がないもの

・バーコードの上に「コンビニ等使用期限」の印字がないもの

■口座振替（引き落とし）のご案内

　水道料金・下水道使用料のお支払いは、納付に出かける手間が省けて納め忘れの

心配がない口座振替が最も便利です。一度お手続きをするだけで毎月28日（土日祝

日の場合は翌営業日）にご指定の口座から引き落としされます。

　お申し込みは、お近くの市内金融機関窓口へ通帳と届出印を持参のうえ、お手続

きをお願いします。

●詳細　上下水道課業務係☎27-7583

  水道料金等の納付方法が拡充されます！

　今月発行分から、水道料金・下水道使用料の納付書がコンビニエンスストア及び、スマホ

アプリ（以下「コンビニ等」）収納用に新しくなります。

　これまでの納付書は支払い場所が市役所や金融機関に限られており、平日の昼間しか取り

扱うことができませんでしたが、新しい納付書は全国のコンビニ等で曜日や時間に関係なく

いつでも支払うことができます。

ここに注目！！

おすすめ！！

納付書に記載されているバー

コードの上に「コンビニ等使

用期限　令和○○年○○月○

○日」及び、「収納代行会社」

の記載があれば、コンビニ等

納付が可能となります。
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◆新着図書ピックアップ◆

図書館へ行こう ◎休館日／10月14日・15日・21日・22日・28日・29日
　　　　　11月４日・５日

������　芦別市立図書館☎22-2204　　 開館時間／9：30～18：00　������

《小説、実用書など一般図書》

地雷グリコ（青崎有吾）、人生は苺ショート（林真理子）、真・

日本の歴史（井沢元彦）、私の実家が売れません！ （高殿円）

《児童書》

テントーむし （鈴木のりたけ）、おとしましたよ （マスダ

ケイコ）、ロンドンのでんしゃにのって（せきなつこ）

▽絵本読み聞かせ会／10月19日（土）午後２時～

▽図書館まつり お宝本発掘市／11月９日（土）午前11時～　
　10日（日）午後４時

　

　
初めてでもよくわかる！基礎知識　着物入門

秋山和輝 著　出版：世界文化社

　着物を着たいけれど、

なかなか一歩が踏み出せ

ない人のための入門書。

TPO別の装いの一例か

ら、買い方・揃え方、着

 おすすめの１冊

■
竹
下
　
み
な
実

　
こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
漫
画
描

き
の
竹
下
で
す
。
早
い
も
の
で
私

が
芦
別
に
移
住
し
て
か
ら
5
か
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
2
か
月
く
ら
い
は
、
愛

犬
や
家
族
と
離
れ
た
こ
と
に
寂
し

さ
を
感
じ
、
一
人
で
生
き
て
い
け

る
の
か
不
安
で
茶
碗
を
洗
い
な
が

ら
よ
く
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
毎
日
が
続
い
た
あ
る
雨

の
夜
、
車
を
走
ら
せ
て
い
た
ら
カ

エ
ル
を
大
量
に
轢ひ

い
て
し
ま
い
、

か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。

　
あ
ま
り
に
悲
し
か
っ
た
の
で
、

移
住
定
住
推
進
係
の
皆
さ
ん
や
協

力
隊
の
先
輩
方
に
話
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
皆
さ
ん
は
「
ご
め
ん

ね
っ
て
言
い
な
が
ら
轢
く
よ
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
カ
エ
ル
に

は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
な
ん
だ

か
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
不
思
議
と
一
人
じ
ゃ

な
い
と
思
え
て
、
泣
く
こ
と
も
だ

ん
だ
ん
減
っ
て
い
き
、
今
で
は
車

で
大
熱
唱
す
る
ほ
ど
に
芦
別
で
の

暮
ら
し
に
慣
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
も
こ
れ
も
皆
さ
ん
が
温
か

く
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。改
め
ま
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地域おこし地域おこし

協力隊協力隊

活動日誌活動日誌

84

展
示

10
月

・花実絵とYumelogoArtふたり展（２階）
　＝10月30日（水）まで
・道の駅ステッカーコレクション展（１階）
　＝10月30日（水）まで
・えがしらみちこ絵本パネル展（１階）
　＝10月19日（土）まで

11
月

・岩崎 心 筆の軌跡展（２階）＝11月29日（金）まで
・日本全国キーホルダー・ミニカー展（１階）
　＝12月27日（金）まで

おもひで映画館
●10月25日（金）午後２時～４時37分
　『ナバロンの要塞』 1961年　アメリカ映画
　カラー　字幕スーパー

　監督／ J・リー・トンプソン　出演／グレゴリー・
　ペック、デヴィット・ニーヴンほか

●11月２日（土）午後２時～４時
　『氷雪の門』1974年　日本映画　カラー

　監督／村山三男　出演／丹波哲郎、二木てるみ、
　鳥居恵子ほか

物と帯の種類染めと織りの基本、季節の楽しみ

方、和装小物までを写真とともにわかりやすく

解説します。着物の種類ごとにコーディネート

の例を挙げて紹介・解説してくれているので、

イメージがつきやすい！秋の夜長に日本の伝統

文化である着物の歴史や着方を知り、日本の伝

統に触れてみるのはいかがでしょうか。

■10月の移動図書館車運行日程
日 曜日 ステーション名 時　間

２、16 水

西山商店（野花南町）

上芦別小学校

旧にしむら商店（上芦別町）

西芦別共同浴場

13：20～13：30

13：40～14：00

14：10～14：30

14：40～15：00

３、17 木

上芦別生活館

芦別小学校

かざぐるま

ケアハウスあしべつ

さくらハイツ

中野記念病院

13：20～13：30

13：50～14：10

14：20～14：35

14：45～15：00

15：15～15：30

15：40～16：10
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■子どもセンターつばさ☎24-2777　　■児童センター☎24-2774　　■家庭児童相談室☎24-2771

 

子
ど
も
◇

子
育
て

まちか どまちか ど
情報掲示板情報掲示板
芦別市役所芦別市役所

☎☎ 22-2111（代表）22-2111（代表）

 22-969622-9696

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
わ
ん
ぱ
く
デ
ー

　
の
び
の
び
と
体
を
動
か
し
て
、

元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
日
時
　
10
月
17
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
受
付
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口

○
場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー
体
育
館

○
対
象
　
１
歳
～
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

○
持
ち
物
　
飲
み
物

■
子
育
て
サ
ロ
ン

　
子
ど
も
と
親
と
地
域
の
か
た
が

集
ま
っ
て
楽
し
い
交
流
を
し
ま
し

ょ
う
。
異
年
代
と
の
楽
し
い
情
報

交
換
の
場
で
す
。

○
日
時
　
10
月
25
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所
　
で
あ
え
ー
る
緑
幸
団
地

集
会
所

○
対
象
　
０
歳
～
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

○
内
容
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
工
作

○
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
に
必
要
な

も
の

○
費
用
　
無
料

●
申
込
・
詳
細
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
係
☎
24
‐
２
７
７
８

子
育
て
講
座
を
開
催

「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
講
座
」

リ
ボ
ン
編
み
の
ヘ
ア
ゴ
ム

○
日
時
　
10
月
21
日
㈪

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
受
付
９

時
45
分
～
）

○
場
所
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
ば

さ
２
階
（
一
時
保
育
室
）

○
内
容
　
ヘ
ア
ゴ
ム
作
り

○
講
師
　
伊
藤
ゆ
か
り
さ
ん

○
費
用
　
無
料

○
対
象
　
１
歳
か
ら
就
学
前
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

○
持
ち
物
　
飲
み
物
な
ど
、
お
子

さ
ん
に
必
要
な
物
、
裁
縫
道
具
の

あ
る
か
た
は
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

○
定
員
　
６
組
程
度

○
そ
の
他
　
託
児
あ
り
ま
す
（
１

歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
対

象●
申
込
・
詳
細
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
係
☎
24
‐
２
７
７
８

土
曜
日
の
子
ど
も
向
け
事
業

レ
ッ
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!

第
３
回
「
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く

ろ
う
！
」

　
10
月
は
み
ん
な
で
ス
ラ
イ
ム
を

つ
く
っ
て
遊
び
ま
す
。

○
日
時
　
10
月
19
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

○
場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー

○
対
象
　
市
内
の
小
学
生

○
参
加
費
　
無
料

○
定
員
　
10
人

○
持
ち
物
　
手
ふ
き
ハ
ン
カ
チ
、

飲
み
物

○
申
込
締
切
　
10
月
16
日
㈬

○
申
込
・
詳
細
　
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
24
‐
２
７
７
４

認
定
こ
ど
も
園
芦
別
み
ど
り

幼
稚
園
２
歳
児
親
子
教
室

ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
を
開
催

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て「
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
」

を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
年
齢
　
２
歳
児

■
ボ
ー
ル
遊
び

○
期
日
　
10
月
10
日
㈭

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
ｄ
ａ
ｙ

○
期
日
　
10
月
17
日
㈭

■
折
り
紙
遊
び

○
期
日
　
10
月
23
日
㈬

○
時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

○
場
所
　
芦
別
み
ど
り
幼
稚
園

〇
申
込
方
法
　
10
月
１
日
㈫
よ
り

電
話
に
て
先
着
予
約

●
申
込
・
詳
細
　
芦
別
み
ど
り
幼

稚
園
☎
22
‐
３
４
２
６
ま
た
は
芦

別
み
ど
り
幼
稚
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

「
虹
の
会
」

　
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
子
ど
も
や

兄
弟
姉
妹
が
い
て
心
配
、
同
じ
境

遇
の
家
族
と
話
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
か
た
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
匿
名
で
の
参
加
も
可
能
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

○
日
時
　
10
月
11
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
場
所
　
滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
「
み
ん
く
る
」

（
滝
川
市
栄
町
３
丁
目
６
番
28
号
）

○
そ
の
他
　
初
め
て
の
参
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
詳
細
　
滝
川
保
健
所

☎
０
１
２
５
‐
24
‐
６
２
０
１

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は

毎
年
10
月
を
里
親
月
間
と

定
め
て
い
ま
す

　「
里
親
」と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
で
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
ど
も

た
ち
を
家
庭
に
受
入
れ
、
愛
情
と

正
し
い
理
解
を
持
っ
て
養
育
す
る

人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
温
か
い
家
庭
で
の
生
活
は
こ
ど

も
が
健
全
に
成
長
す
る
た
め
の
大

き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
里
親
に

は
養
子
縁
組
を
前
提
と
す
る
養
子

縁
組
里
親
と
、
期
間
を
定
め
て
こ

ど
も
を
養
育
す
る
養
育
里
親
が
あ

り
ま
す
。
里
親
に
な
る
た
め
に
は

養
育
環
境
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
と
登
録
申
請
・

研
修
受
講
が
必
要
で
す
。
こ
ど
も

た
ち
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
　
岩
見
沢
児
童
相
談
所

☎
０
１
２
６
‐
22
‐
１
１
１
９

乳
幼
児
の
健
康
ガ
イ
ド

○
場
所
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

●
申
込
・
詳
細
　
保
健
予
防
係

☎
27
‐
７
８
３
１

種類
期日

（受付時間）
対象、その他

3・4か月児
健 康 診 査

10月28日㈪
12：30～12：50

令和6年6月～7月生
まれの乳児

7・8か月児
健 康 相 談

10月28日㈪
13：30～13：50

令和6年2月～3月生
まれの乳児

フッ素塗布
（虫歯予防）10月29日㈫

9：30～16：00

１歳６か月～小学校
入学前の幼児（予約制）

育児相談室
身体測定、個別相談

（予約制）
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
は
毎
月
で
す
。
※
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■地域包括支援センター☎27-7705　　■総合福祉センター☎22-8860　　■保健福祉施設すばる☎22-1816

児
童
セ
ン
タ
ー
行
事
案
内

■
子
ど
も
餅
つ
き
会

○
日
時
　
11
月
9
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時

○
対
象
　
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

～
大
人

○
持
ち
物
　
飲
み
物

※
予
約
・
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

※
中
止
の
時
は
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
・
詳
細
　
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
24
‐
２
７
７
４

　　　　
高
齢
者
の
集
い
の
場

「
い
き
が
い
さ
ろ
ん
」

　
毎
週
水
曜
日
、
開
催
中
。

　
申
込
み
な
く
自
由
に
参
加
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
10
月
16

日
の
手
工
芸
の
み
事
前
に
申
込
み

が
必
要
で
す
）。

○
日
時
　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
休
み
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

○
定
員
　
な
し

○
内
容
　
介
護
予
防
体
操
・
ふ
ま

ね
っ
と
運
動
ほ
か

○
持
ち
物
　
飲
み
物

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
室

●
申
込
・
詳
細
　
社
会
福
祉
協
議

会
☎
22
‐
２
３
６
９（
担
当
＝
荒
木
）

認
知
症
カ
フ
ェ
「
い
き
が
い
」

　
月
２
回
、
第
２
月
曜
日
と
第
４

金
曜
日
開
催
中
で
す
（
祝
日
や
行

事
の
日
程
と
重
な
っ
た
場
合
、
変

更
あ
り
）。

○
日
時
　
10
月
7
日

、
25
日


午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

○
内
容
　
手
工
芸

〇
参
加
費
　
無
料

○
定
員
　
18
人（
準
備
の
都
合
上
、

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
）

○
持
ち
物
　
飲
み
物

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
室

●
申
込
・
詳
細
　
社
会
福
祉
協
議

会
☎
22
‐
２
３
６
９（
担
当
＝
池
田
）

国
民
年
金
保
険
料
は
退
職

（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
が

あ
り
ま
す

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か
た
で

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
た
か
た
が
退
職（
失
業
）

さ
れ
た
場
合
は
、
国
民
年
金
へ
の

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
第
３
号
被
保
険
者
（
厚

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
た
か
た
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶

者
）
も
種
別
変
更
の
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年

金
保
険
料
は
１
人
に
つ
き
、
月
額

１
万
６
9
８
０
円
で
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
で
あ
り
、
本

人
、配
偶
者
、世
帯
主
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
か
た
は
、
申

請
に
よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
（
失
業
）
や
天
災

な
ど
が
原
因
で
所
得
が
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
そ
の
事
実
が
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
書
等
の
写

し
を
添
付
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ

の
か
た
の
前
年
の
所
得
は
審
査
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

■
免
除
内
容

〇
免
除
の
種
類
　
全
額
免
除
・
納

付
猶
予
、一
部
免
除（
４
分
の
３
免

除
・
半
額
免
除
・
４
分
の
１
免
除
）

〇
対
象
者
　
前
年
の
所
得
が
少
な

く
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
か

た
（
学
生
を
除
く
）

〇
所
得
審
査
の
対
象
　
①
被
保
険

者
本
人
②
被
保
険
者
の
配
偶
者

③
世
帯
主

※
令
和
５
年
中
の
所
得
が
対
象

〇
所
得
審
査
の
特
例
　
退
職
（
失

業
）
さ
れ
た
か
た
は
、
前
年
の
所

得
に
か
か
わ
ら
ず
免
除
基
準
に
該

当
し
ま
す
。

※
配
偶
者
、
世
帯
主
が
基
準
を
超

え
る
場
合
は
除
く

〇
必
要
な
書
類
　
①
年
金
手
帳
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
②
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
な
ど
）
※
配
偶

者
、
世
帯
主
が
失
業
し
た
場
合
に

も
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇
そ
の
他
　
①
一
部
免
除
に
該
当

し
た
場
合
、
保
険
料
の
一
部
を
納

付
し
な
け
れ
ば
未
納
期
間
と
な
り

ま
す
②
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
、
一
部
免
除
）
を

受
け
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

場
合
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
③
免

除
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
追
納
で
き
ま
す
。

※
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付

特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
学
生
証

な
ど
が
必
要
で
す
。

●
詳
細
　
砂
川
年
金
事
務
所

☎
０
１
２
５
‐
52
‐
２
１
４
４
、

市
民
年
金
係
☎
27
‐
７
３
５
７

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

配
付
し
ま
す

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
65

歳
を
迎
え
る
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

及
び
夫
婦
世
帯
、
65
歳
以
下
の
障

が
い
者
世
帯
・
ひ
と
り
親
世
帯
を

対
象
に
10
月
１
日
よ
り
民
生
委
員

児
童
委
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
付
し

ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
配
付
済
み
の
か

た
に
つ
い
て
は
、
緊
急
連
絡
カ
ー

ド
に
記
載
の
内
容
を
今
一
度
ご
確

認
い
た
だ
き
、
救
急
医
療
情
報
の

更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
　
お
近
く
の
民
生
委
員
児

童
委
員
ま
た
は
芦
別
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

☎
22
‐
２
１
９
４

認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催

　
２
０
１
０
年
に
発
足
し
、
中
空

知
を
中
心
に
、
認
知
症
の
か
た
の

生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体「
ぽ
っ
け
」の
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
共
生
社
会

の
た
め
、
ご
自
身
の
た
め
に
受
講

し
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

○
期
日
　
第
１
回
＝
10
月
７
日
㈪

第
２
回
＝
10
月
11
日
㈮
、
第
３
回

＝
10
月
15
日
㈫

○
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所
　
滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
み
ん
く
る

○
内
容
　
認
知
症
に
関
す
る
講
話

や
、
実
際
の
活
動
に
つ
い
て
の
詳

し
い
説
明
等

○
参
加
料
　
無
料

○
申
込
締
切
　
10
月
４
日
㈮

●
申
込
・
詳
細
　
０
９
０
‐
２
８

１
１
‐
８
４
２
２
（
岡
）

主
催
・
一
般
財
団
法
人
認
知
症
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ぽ
っ
け

協
力
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
空
知
地
域

で
認
知
症
を
支
え
る
会

 

福
祉
◇

健
康
◇

 

高
齢
者
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生
活
支
援
お
も
い
や
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す

　
高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

で
の
支
え
合
い
活
動
を
広
げ
て
い

く
た
め
、
さ
さ
え
あ
い
の
大
切
さ

を
学
び
高
齢
者
の
困
り
ご
と
を
お

手
伝
い
す
る
「
生
活
支
援
お
も
い

や
り
サ
ポ
ー
タ
ー
（
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）」
を
養
成
し
ま
す
。

【
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

■
11
月
１
日
㈮

①
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時

20
分

○
内
容
　「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
と
は
」「
芦
別
市
に
お
け
る

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て
」

○
講
師
　
半
場
大
介
さ
ん
（
介
護

高
齢
課
包
括
支
援
係
長
）

荒
木
美
記
さ
ん
（
社
会
福
祉
協
議

会
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

②
時
間
　
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分

○
内
容
　「
高
齢
者
と
感
染
症
に

つ
い
て
」「
人
生
会
議
を
考
え
よ

う
」
～
自
分
ら
し
く
を
支
え
る
た

め
に
～

○
講
師
　
佐
川
真
知
子
さ
ん
（
市

立
芦
別
病
院
看
護
部
看
護
部
長
）

足
立
真
紀
子
さ
ん
（
市
立
芦
別
病

院
看
護
部
看
護
係
長
）

■
11
月
８
日
㈮

③
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
内
容
　「
芦
別
市
の
未
来
の
つ

く
り
か
た
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で

き
る
こ
と
～
」

○
講
師
　
丸
藤
競
さ
ん
（
さ
わ
や

か
福
祉
財
団
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
）

④
時
間
　
午
後
３
時
10
分
～
30
分

○
内
容
　「
生
活
支
援
お
も
い
や

り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
」

○
活
動
報
告
　
生
活
支
援
お
も
い

や
り
サ
ポ
ー
タ
ー

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
室

○
定
員
　
20
人

○
対
象
　
市
内
在
住
の
か
た

○
参
加
費
　
無
料

○
申
込
締
切
　
10
月
25
日
㈮

●
申
込
・
詳
細
　
社
会
福
祉
協
議

会
☎
22
‐
２
３
６
９
（
荒
木
）

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、特
に
65

歳
以
上
の
か
た
に
お
す
す
め
で
す
。

○
開
催
日
　
10
月
30
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

○
参
加
費
　
無
料

○
内
容
　
①
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ

ー
を
⾝
に
つ
け
て
安
心
・
安
全
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
も
う

②
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
を
使
お
う

③
市
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

（
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
電
子
予
約

な
ど
）

※
教
室
の
内
容
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
・
詳
細
　
地
域
包
括
支
援

係
☎
27
‐
７
７
５
２

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
も
申
込
可
能

で
す
。https://

log
oform

.jp/

form
/9

ya
i/7

0
3
1
0
2

　　　　
市
民
弁
護
士
無
料
相
談

　
家
庭
内
、
隣
近
所
、
土
地
・
建

物
、
借
金
・
貸
金
、
相
続
、
契
約
、

人
権
、
交
通
事
故
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
内
容
に
よ
っ
て
は
お
受
け
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予

約
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
22
日
㈫

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
別

館
２
階
会
議
室

○
定
員
　
９
人（
相
談
時
間
20
分
）

○
弁
護
士
　
丸
山
健
さ
ん
（
丸
山

健
法
律
事
務
所
弁
護
士
）

●
申
込
・
詳
細
　
環
境
生
活
係

（
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
）
☎
27
‐
７
３
６
１

市
指
定
無
形
文
化
財

「
芦
別
獅
子
」の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

　
芦
別
獅
子
保
存
会
は
、
獅
子
舞

を
継
承
す
る
大
人
と
子
ど
も
（
親

子
も
大
歓
迎
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
市
指
定
無
形
文
化
財
で
あ
る
芦

別
獅
子
は
、
明
治
時
代
に
富
山
県

か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
が
始
め

た
、
約
１
３
０
年
も
続
く
伝
統
あ

る
踊
り
で
す
。
練
習
見
学
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
か
た

は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
詳
細
　
星
の
降
る
里
百
年
記
念

館
☎
24
‐
２
１
２
１

北
海
道
最
低
賃
金
額
が
改
定

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
会
社
員
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
か
た
、
学
生

な
ど
働
く
す
べ
て
の
人
）
及
び
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道

最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

○
最
低
賃
金
額
　
時
間
額
1
０
１

０
円
（
旧
９
６
０
円
）

○
効
力
発
生
日
　
令
和
６
年
10
月

１
日

●
詳
細
　
滝
川
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
２
５
‐
24
‐
７
３
６
１

人
権
擁
護
委
員
の
人
事

■
田
中
優
一
さ
ん
（
再
任
）

　
南
３
条
東
３
丁
目
１
番
地

○
任
期
　
10
月
１
日
～
令
和
９
年

９
月
30
日

○
連
絡
先
　
☎
23
‐
１
２
７
２

■
蜂
谷
文
子
さ
ん
（
再
任
）

　
北
５
条
東
１
丁
目
８
番
地

○
任
期
　
10
月
１
日
～
令
和
９
年

９
月
30
日

○
連
絡
先
　
☎
22
‐
９
６
８
０

※
人
権
擁
護
委
員
と
は
　
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の

職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
詳
細
　
環
境
生
活
係

☎
27
‐
７
３
6
１

10
月
は
、「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」
で
す
。
一
人
一
人
が
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
意
識
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

 

く
ら
し
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10
月
30
日
は
、「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」
で
す
。
大
切
な
食
べ
物
を
無
駄
な
く
消
費
し
ま
し
ょ
う
。

総
合
体
育
館
の
臨
時
休
館

　
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー
な
ど
の
床

ワ
ッ
ク
ス
塗
布
作
業
を
行
う
た

め
、
次
の
期
間
を
終
日
臨
時
休
館

と
し
ま
す
。

　
ご
利
用
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

　
な
お
、
終
日
臨
時
休
館
と
な
る

た
め
、
午
後
５
時
15
分
以
降
に
つ

い
て
は
、
電
話
な
ど
の
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
も
対
応
で
き
ま
せ

ん
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
作
業
期
間
　
10
月
28
日
㈪
～
31

日
㈭

●
詳
細
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
24
‐
２
５
２
５

芦
別
市
長
の
任
期
満
了
に

よ
る
選
挙
に
つ
い
て

　
９
月
２
日
開
催
の
第
９
回
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
令
和
７

年
２
月
25
日
で
任
期
満
了
と
な
る

芦
別
市
長
の
選
挙
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

■
日
程
等

○
選
挙
期
日
　
令
和
７
年
２
月
16

日
㈰

○
告
示
日
　
令
和
７
年
２
月
９
日
㈰

○
開
票
　
即
日
開
票

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
日
程

は
、
広
報
あ
し
べ
つ
12
月
号
で
お

知
ら
せ
し
、
市
長
選
挙
の
投
票
に

関
す
る
情
報
な
ど
は
、
広
報
あ
し

べ
つ
２
月
号
と
一
緒
に
全
戸
配
布

す
る
芦
別
市
長
選
挙
特
集
号
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●
詳
細
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
27
‐
７
６
１
５

一
日
合
同
行
政
相
談
会
を
開
催

　
人
権
相
談
と
行
政
相
談
の
合
同

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ど
ち
ら

も
予
約
不
要
で
、
無
料
で
相
談
で

き
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
人
権
相
談
と
は
　
家
庭
内
の
問

題
、
ご
近
所
づ
き
あ
い
、
学
校
や

職
場
間
の
人
間
関
係
な
ど
、
皆
さ

ん
が
普
段
か
ら
お
悩
み
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護

委
員
が
一
緒
に
な
っ
て
解
決
方
法

を
考
え
ま
す
。

○
行
政
相
談
と
は
　
皆
さ
ん
か
ら

国
や
市
の
仕
事
の
こ
と
で
苦
情
や

意
見
、
要
望
を
受
付
け
、
関
係
行

政
機
関
等
に
そ
の
解
決
や
実
現
を

働
き
か
け
た
り
、
困
り
ご
と
が
あ

る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
場
合
に
相

談
者
へ
の
助
言
を
行
い
ま
す
。

○
日
時
　
10
月
16
日
㈬
午
後
１
時

～
３
時

○
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
別

館
会
議
室
Ｂ

○
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員

●
詳
細
　
環
境
生
活
係

☎
27
‐
７
３
６
１

芦
別
市
心
身
更
生
者
雇
用
優
良

事
業
所
等
褒
賞
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
毎
年
11
月
に
、
心
身
更

生
者
雇
用
優
良
事
業
所
及
び
優
良

勤
労
更
生
者
な
ど
の
ほ
か
、
中
小

企
業
優
良
勤
労
者
及
び
優
良
技
能

者
に
対
し
て
の
褒
賞
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
褒
賞
の
種
類
　
①
更
生
者
雇
用

優
良
事
業
所
に
対
す
る
表
彰
②
優

良
勤
労
更
生
者
に
対
す
る
表
彰

③
更
生
者
の
雇
用
促
進
に
特
に
功

労
の
あ
っ
た
団
体
、
も
し
く
は
個

人
に
対
す
る
表
彰
④
中
小
企
業
優

良
勤
労
者
に
対
す
る
褒
賞
⑤
優
良

技
能
者
な
ど
に
対
す
る
褒
賞

●
詳
細
　
商
工
振
興
係

☎
27
‐
７
３
７
６
、
商
工
会
議
所

☎
22
‐
３
４
４
４

住
民
投
票
実
施
請
求
に

必
要
な
署
名
数
に
つ
い
て

　
芦
別
市
住
民
投
票
条
例
及
び
同

条
例
施
行
規
則
に
基
づ
き
、
毎
年

９
月
１
日
の
時
点
で
投
票
資
格
者

名
簿
の
登
録
を
行
い
、
投
票
資
格

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
の

総
数
の
６
分
の
１
の
数
を
告
示
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
6
年
９
月
１
日
時
点
で
の

投
票
資
格
者
総
数
＝

　
１
万
3
７
２
人

こ
の
う
ち
６
分
の
１
の
数
＝

　
１
７
2
９
人

　
な
お
、
住
民
投
票
の
実
施
請
求

が
あ
る
場
合
に
は
、
別
に
投
票
資

格
者
名
簿
の
登
録
が
行
わ
れ
る
た

め
、
必
要
と
な
る
署
名
の
数
は
そ

の
都
度
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
毎
年
９
月
２
日
に
告
示
さ
れ
る

数
は
、
そ
の
時
点
で
の
目
安
と
な

り
ま
す
。

※
投
票
資
格
者
は
、
年
齢
18
歳
以

上
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、

本
市
の
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
日

か
ら
引
き
続
き
３
か
月
以
上
、
本

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
か
た
と
な
り
ま
す
。

●
詳
細
　
企
画
係

☎
27
‐
７
０
６
１

納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

　
事
情
に
よ
り
市
税
等
を
納
期
内

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
た

は
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
納

税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
仕
事
等
で
日
中
に
納
税

相
談
が
で
き
な
い
か
た
は
、
夜
間

納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
夜
間
納
税
相
談
日

10
月
15
日
㈫
・
31
日
㈭

11
月
15
日

・
29
日


12
月
13
日

・
26
日
㈭

午
後
５
時
15
分
～
８
時

●
相
談
場
所
・
詳
細
　
納
税
係

☎
22
‐
２
４
２
８

芦別市子ども・子育て会議委員を募集します

職 務 の
内 容

「第３期芦別市子ども・子育て支援事業計画（令和７
年度から令和11年度まで）」の策定について意見を述
べていただきます。

募集人員 ２人（委員総数12人以内）

応募資格

①10月１日現在、満18歳以上のかた②市内に居住また
は在勤、在学のかた③子どもの保護者または子ども・
子育て支援に関する事業に従事するかた、子ども・子
育て支援に理解と関心のあるかた④応募日現在、本市
の他の審議会などの委員を３つ以上兼ねていないかた

委員の任期 委嘱の日から令和８年６月30日

応募方法

所定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、持参か郵送、
FAX、または電子メールで子ども家庭係へ提出。電話及
び口頭での受付けはしません。※応募用紙が必要なか
たは、市公式ホームページからダウンロードできます。
○住所／子どもセンターつばさ内児童課子ども家庭係

（〒075-0041 芦別市本町28番地）
○FAX／24-2787
○電子メール／katei@city .ashibetsu .hokkaido. jp

募集期限 10月31日㈭必着

選考方法
選考委員会が書類選考により決定し、後日、本人に通
知します。

報酬など 条例に基づく報酬と交通費を支給します。

会議の開催 必要に応じて平日の午後６時以降１時間30分程度

●詳細　子ども家庭係☎24-2777
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平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）

※掲載の時間や相談方法等は予告なく変更する場合がございます。

0125-22-8373

☎011-281-8686

面談
電話完全無料

電話で相談
気 軽 に ハロー弁護士相談 月～金曜日10：00～16：00（祝日・年末年始は除く）

1回15分
相談無料

相談予約
ダイヤル

個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん

制
度
の
ご
案
内

　
解
雇
や
賃
金
未
払
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
問
題
に
詳
し
い
経
験
豊
か
な

「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
、
当
事
者
双
方

か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、
問
題
点

を
整
理
し
た
上
で
助
言
等
を
行

い
、
歩
み
寄
り
に
よ
る
解
決
を
図

る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
お
り
ま

す
。「
あ
っ
せ
ん
」
の
利
用
は
無
料

で
、迅
速
な
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

●
詳
細
　
北
海
道
労
働
委
員
会
事

務
局
調
整
課
☎
０
１
１
‐
２
０
４

‐
５
６
６
７
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
北
海
道
労
働
委
員
会
　
個
別

あ
っ
せ
ん
」
と
検
索

　　　　
健
康
都
市
宣
言
記
念
事
業

「
第
47
回
市
民
ラ
ジ
オ
体
操

会
兼
第
58
回
市
民
あ
る
け
あ

る
け
運
動
」
を
開
催
し
ま
す

○
期
日
　
10
月
14
日
㈪
・
祝

○
時
間
　
①
受
付
＝
午
前
９
時
～

②
開
会
式
＝
午
前
９
時
30
分
～

③
ラ
ジ
オ
体
操
会
＝
午
前
９
時
40

分
～
④
あ
る
け
あ
る
け
＝
午
前
10

時
～

○
場
所
　
な
ま
こ
山
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場

○
出
発
時
間
　
ラ
ジ
オ
体
操
会
終

了
後

○
コ
ー
ス
　
５
㎞
コ
ー
ス
、
８
㎞

コ
ー
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ○
そ
の
他
　
①
当
日
参
加
が
可
能

で
す
。②
雨
天
の
場
合
は
中
止（
小

雨
決
行
）
③
ゴ
ー
ル
の
な
ま
こ
山

総
合
運
動
公
園
に
豚
汁
を
用
意
し

ま
す
。
④
参
加
対
象
者
は
市
内
に

住
居
、ま
た
は
在
勤
、在
学
の
か
た

○
参
加
申
込

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

●
詳
細
　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
☎
24
‐
２
５
２
５

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を

開
催

○
日
時
　
10
月
９
日
㈬
～
12
月
11

日
㈬
の
期
間（
10
月
30
日
を
除
く
）

午
後
６
時
15
分
～
７
時
15
分
、
毎

週
水
曜
日
、
全
９
回

○
場
所
　
総
合
体
育
館
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス

○
内
容
　
生
活
習
慣
病
予
防
ま
た

は
健
康
・
体
力
増
進
の
た
め
、
参

加
者
の
体
力
に
合
わ
せ
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
未
成
年
の
か
た
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
護
者
同
伴
で
の
参

加
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
参
加
料
　
無
料

○
定
員
　
な
し

○
申
込
期
限
　
教
室
終
了
ま
で
随

時
受
付
け
ま
す
。

●
申
込
方
法
・
詳
細
　
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
☎
24
‐
２
５
２
５
、
平
日

の
み
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
た
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
陸
上

（
か
け
っ
こ
）競
技
の
初
心
者

体
験
会
を
開
催

　
芦
別
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
創
立
70

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
及
び
陸
上
競
技

（
か
け
っ
こ
）の
初
心
者
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
時
　
10
月
19
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

○
対
象
者
　
小
学
生
で
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
な
い
初
心
者

○
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・

関
心
の
向
上
と
子
ど
も
た
ち
の
体

力
・
運
動
能
力
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ

か
け
や
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
子
ど
も
達
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
講
師
は
世
界
・
全
国
レ

ベ
ル
の
選
手
や
指
導
者
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

○
参
加
料
　
無
料

○
定
員
　
な
し

○
場
所
　
総
合
体
育
館

○
申
込
期
限
　
10
月
18
日
㈮

〇
そ
の
他
　
都
合
に
よ
り
開
催
日

が
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
・
詳
細
　
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係

☎
24
‐
２
５
２
５
（
平
日
の
み
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
直
接
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
し
べ
つ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
を
開
催
し
ま
す

　
毎
月
１
回
日
曜
日
、
市
内
の

様
々
な
場
所
で
自
然
体
験
活
動
を

行
う
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
。

　
10
月
は
、
自
然
の
中
で
学
び
な

が
ら
み
ん
な
で
料
理
を
楽
し
み
ま

す
。

○
日
時
　
10
月
27
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
１
時
頃

○
場
所
　
午
前
９
時
ま
で
に
林
業

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
か
ら
、
豊

岡
農
村
公
園
に
移
動
し
ま
す
。

○
内
容
　
お
い
し
い
木
育
、
デ
イ

キ
ャ
ン
プ（
難
易
度
☆
☆
☆
★
★
）

・
予
定
メ
ニ
ュ
ー
＝
天
然
キ
ノ
コ

汁
、
土
鍋
炊
き
ご
飯
、
ニ
ジ
マ
ス

の
燻
製
、
鹿
肉
の
プ
ラ
ン
ク
グ
リ

ル
、
ヒ
グ
マ
肉
の
朴
葉
味
噌
等

※
メ
ニ
ュ
ー
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
定
員
　
５
組
10
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

○
対
象
　
小
学
３
年
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

○
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
保
険

料
等
を
含
む
）

○
講
師
　
新
村
充
さ
ん
（
木
育
マ

イ
ス
タ
ー
）

○
持
ち
物
　
汚
れ
て
も
い
い
服
装

（
防
寒
対
策
も
）、軍
手
、
帽
子
、汗

拭
き（
手
拭
き
）タ
オ
ル
、飲
み
物
、

虫
よ
け
、雨
天
用
の
雨
具
（
合
羽
・

レ
イ
ン
コ
ー
ト
な
ど
）

○
申
込
締
切
　
10
月
16
日
㈬

○
申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
ま
た
は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
詳
細
　
林
業
振
興
協
議
会
事
務

局
（
新
村
）

☎
０
９
０
‐
５
８
１
４
‐
５
６
０
９

 

学
び
の
ひ
ろ
ば
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国
際
交
流
員
デ
ミ
ア
ン
・

オ
ケ
イ
ン
の
英
会
話
講
座

～
み
ん
な
で
楽
し
く
英
語
を
勉
強

し
よ
う
～

■
英
会
話
応
用
コ
ー
ス

①
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
＝
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、自
由
に
話
し
合
い
ま
す

②
英
文
法
＝
実
用
的
な
英
文
法
を

勉
強
し
ま
す

③
英
文
読
解
＝
実
用
的
な
英
文
を

作
っ
て
勉
強
し
ま
す

○
受
講
日
　
10
月
21
日

～
令
和

７
年
１
月
27
日

毎
週
月
曜
日
、

午
後
４
時
～
５
時
、
全
12
回

○
場
所
　
青
年
セ
ン
タ
ー
第
１
研

修
室
（
11
月
25
日
の
み
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
）

○
定
員
　
30
人

○
対
象
　
市
内
中
学
生
以
上

■
英
会
話
初
級
コ
ー
ス

①
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
＝
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、自
由
に
話
し
合
い
ま
す

②
英
文
法
＝
基
本
的
な
英
文
法
を

勉
強
し
ま
す

③
英
文
読
解
＝
基
本
的
な
英
文
を

作
っ
て
勉
強
し
ま
す

○
受
講
日
　
10
月
21
日

～
令
和

７
年
１
月
27
日

毎
週
月
曜
日
、

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分
、
全

12
回

○
場
所
　
青
年
セ
ン
タ
ー
第
１
研

修
室

○
定
員
　
30
人

○
対
象
　
市
内
中
学
生
以
上

■
英
会
話
か
ん
た
ん
コ
ー
ス

　
英
語
を
習
っ
て
み
た
い
か
た
、

も
う
一
度
は
じ
め
て
み
た
い
か
た

な
ど
を
対
象
と
し
た
、
と
て
も
簡

単
な
コ
ー
ス
で
す
。

①
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
＝
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
自
由
に

話
し
合
い
ま
す

②
英
文
法
＝
初
歩
的
な
英
文
法
を

勉
強
し
ま
す

③
英
文
読
解
＝
初
歩
的
な
英
文
を

作
っ
て
勉
強
し
ま
す

○
受
講
日
　
10
月
17
日
㈭
～
令
和

７
年
１
月
23
日
㈭
毎
週
木
曜
日
、

午
後
４
時
～
５
時
、
全
12
回

○
場
所
　
青
年
セ
ン
タ
ー
第
１
研

修
室

○
定
員
　
30
人

○
対
象
　
市
内
小
学
校
５
年
生
以

上
（
一
般
含
む
）

■
親
子
英
会
話
講
座

①
英
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

②
英
語
の
ゲ
ー
ム

③
簡
単
な
会
話
と
発
音

④
簡
単
な
英
文
法
と
英
文
読
解

○
受
講
日
　
10
月
23
日
㈭
～
令
和

７
年
１
月
22
日
㈬
毎
週
水
曜
日
、

午
後
６
時
～
７
時
、
全
12
回

○
場
所
　
青
年
セ
ン
タ
ー
第
１
研

修
室

○
定
員
　
親
子
15
組
程
度

○
対
象
　
市
内
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

●
申
込
・
詳
細
　
生
涯
学
習
係

☎
22
‐
３
１
１
０

ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら

８
月
分

教
育
委
員
会
だ
よ
り

○
報
告
事
項
　
①
令
和
７
年
度
北

海
道
公
立
学
校
長
採
用
候
補
者
選

考
申
込
み
に
つ
い
て
②
芦
別
市
部

活
動
改
革
検
討
協
議
会
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て
③
芦
別
市
学
校
運
営

協
議
会
委
員
の
解
嘱
及
び
委
嘱
に

つ
い
て
④
芦
別
市
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て
（
以
上
①
～
④
に
つ
い
て
了

承
）

○
協
議
事
項
　
①
令
和
６
年
度
教

育
費
予
算
の
補
正
見
積
り
に
つ
い

て
②
令
和
６
年
度
事
務
事
業
評
価

結
果
（
教
育
委
員
会
分
）
に
つ
い

て
③
令
和
７
年
度
か
ら
使
用
す
る

中
学
校
用
教
科
用
図
書
（
学
校
教

育
法
附
則
第
９
条
に
規
定
す
る
教

科
用
図
書
を
除
く
。）の
採
択
に
つ

い
て
④
令
和
７
年
度
に
使
用
す
る

小
学
校
用
教
科
用
図
書
（
学
校
教

育
法
附
則
第
９
条
に
規
定
す
る
教

科
用
図
書
を
除
く
。）
の
採
択
に

つ
い
て
⑤
令
和
７
年
度
に
使
用
す

る
学
校
教
育
法
附
則
第
９
条
に
規

定
す
る
教
科
用
図
書
（
文
部
科
学

省
検
定
済
教
科
書
及
び
文
部
科
学

省
著
作
教
科
書
を
除
く
。）の
採
択

に
つ
い
て
⑥
令
和
６
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
公
表
に
つ

い
て
⑦
芦
別
市
部
活
動
改
革
検
討

協
議
会
委
員
の
解
嘱
及
び
委
嘱
に

つ
い
て
（
以
上
①
～
⑦
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
決
定
）

　　　　
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

■
公
営
住
宅

○
受
付
期
間
　
10
月
１
日
㈫
～
10

日
㈭
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

○
入
居
日
　
11
月
１
日


○
そ
の
他
　
①
応
募
資
格
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募

が
公
募
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
諸
事
情

に
よ
り
公
募
戸
数
の
増
減
や
公
募

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
そ
の
他
の
団
地
で
は
、
随
時
募

集
を
し
て
い
る
住
宅
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
詳
細
　
芦
別
市
営
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
２
５
０

月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時保

健
福
祉
施
設
す
ば
る
職
員

を
募
集
し
ま
す

■
採
用
職
種　

正
規
介
護
職
員

■
採
用
職
種　

嘱
託
介
護
職
員

■
採
用
職
種　

臨
時
介
護
職
員

〇
資
格
要
件
等
　
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

〇
選
考
方
法
　
個
別
面
接
試
験

■
採
用
職
種　

支
援
相
談
員

〇
資
格
要
件
等
　
社
会
福
祉
士
ま

た
は
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
を
有

す
る
か
た
で
採
用
日
現
在
60
歳
以

下
の
か
た

〇
勤
務
形
態
　
１
か
月
単
位
の
シ

フ
ト
制

〇
選
考
方
法
　
個
別
面
接
試
験

〇
給
料
　
給
与
規
程
に
基
づ
き
支

給
（
前
歴
換
算
あ
り
）

●
詳
細
　
社
会
福
祉
事
業
団

（
〒
０
７
５
‐
０
０
４
１
　
本
町
14

番
地
）
☎
22
‐
１
８
１
６

（
担
当
＝
櫻
田
）
メ
ー
ル
＝

so
u
m

u
-4

@
ro

u
k
e
n
-su

b
a
ru

.jp
団地名 所在地 規格 戸数 家賃（参考）

ことぶき
２号棟

北５条西４
丁目７番地

２ＬＤＫ 
（単身者可）

１
19,100円　
～37,500円

あけぼの
団地１号棟

北５条西４
丁目９番地

２ＬＤＫ 
（単身者可）

１
18,900円　
～37,100円

あけぼの
団地４号棟

北６条西４
丁目１番地

１ＬＤＫ １
15,300円　
～30,100円

さつき団地
４号棟 上芦別町

215番地
２ＤＫ 

（単身者可）

１
13,800円　
～27,100円

さつき団地
７号棟

１
13,900円　
～27,400円

 

募
集
◇

試
験



22広報・星の降る里あしべつ　令和６（2024）年10月

■採用職種及び人数　医師　若干名

採用年月日 令和７年４月１日

資 格 要 件

①昭和41年４月２日以降に生まれたかた
②医師の免許を有するかた、または採用日までに資格
を取得できる見込みのかた（医師就業支援金貸与制度
を利用できる場合があります。）
③１時間以内で通勤できるかた

試 験 日 11月15日㈮

試 験 内 容

個別面接試験
※試験日程等の詳細は、申込者に対し別途通知します。
※学業の都合により試験日に受験できない場合は、別
日程での受験についてご相談に応じます。

提 出 書 類
採用試験申込書、学業成績証明書（未開封のものに限
る）、資格証明書の写し（有資格者のみ）各１通

芦別市病院事業職員の採用試験を行います

【各職種共通】

〇給与・手当／芦別市病院事業職員の給与の種類及び基準に

関する条例に基づき支給

〇受験できないかた

①日本の国籍を有しないかた

②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、または

その執行を受けることがなくなるまでのかた

③芦別市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日か

ら２年を経過しないかた

④日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその

下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その

他の団体を結成し、またはこれに加入したかた

〇申込期限／10月18日㈮必着

〇その他／詳細は市立芦別病院公式ホームページに掲載して

います。

●試験申込書の請求・提出・詳細　市立芦別病院事務課総務

係（〒075-8501　芦別市本町14番地）☎22-2701

■採用職種及び人数　看護師　若干名

採用年月日 令和７年４月１日

資 格 要 件

①昭和41年４月２日以降に生まれたかた
②看護師の免許を有するかた、または採用日までに
資格を取得できる見込みのかた（なお、看護師の免
許を有するかたは「看護師就業支援金貸与制度」を
利用できる場合があります。）
③１時間以内で通勤できるかた

試 験 日 11月15日㈮

試 験 内 容

①作文
②看護師適性検査（有資格者は免除）
③個別面接試験
※試験日程等の詳細は、申込者に対し別途通知します。
※学業の都合により試験日に受験できない場合は、
別日程での受験についてご相談に応じます。

提 出 書 類
採用試験申込書、学業成績証明書（未開封のものに
限る）、資格証明書の写し（有資格者のみ）各１通

■採用職種及び人数　准看護師　若干名

採用年月日 令和７年４月１日

資 格 要 件

①昭和41年４月２日以降に生まれたかた
②准看護師の免許を有するかた、または採用日まで
に資格を取得できる見込みのかた
③１時間以内で通勤できるかた

試 験 日 11月15日㈮

試 験 内 容

①作文
②看護師適性検査（有資格者は免除）
③個別面接試験
※試験日程等の詳細は、申込者に対し別途通知します。
※学業の都合により試験日に受験できない場合は、
別日程での受験についてご相談に応じます。

提 出 書 類
採用試験申込書、学業成績証明書（未開封のものに
限る）、資格証明書の写し（有資格者のみ） 各１通

■採用職種及び人数　薬剤師　若干名

採用年月日 令和７年４月１日

資 格 要 件
①昭和41年４月２日以降に生まれたかた②薬剤師の免
許を有するかた、または採用日までに資格を取得でき
る見込みのかた③１時間以内で通勤できるかた

試 験 日 11月15日㈮

試 験 内 容

①作文②性格特性検査（有資格者は免除）③個別面接
試験
※試験日程等の詳細は、申込者に対し別途通知します。
※学業の都合により試験日に受験できない場合は、別
日程での受験についてご相談に応じます。

提 出 書 類
採用試験申込書、学業成績証明書（未開封のものに限
る）、資格証明書の写し（有資格者のみ）各１通

■採用職種及び人数　医事事務　若干名

採用年月日 令和７年４月１日

資 格 要 件

①四病院団体協議会（日本病院会、全日本病院会、日
本医療法人協会、 日本精神科病院協会）及び医療研修
推進財団の認定する診療情報管理士の資格を有するか
た、またはそれらに準じたスキルを有するかた※資格
は必須条件ではありません。
②一つの病院において医事業務（一般診療情報管理業
務可）に従事した経験が３年以上あるかた（複数の病
院での合計経験年数が３年以上となる場合を除く）ま
たは、採用日までに医療専門学校（大学・短大含む）
を卒業見込みのかた
③パソコン操作を容易に行えるかた（医事コンピュー
タの使用、 Word及びExcel等を使用した文書及びグラ
フの作成等）
④１時間以内で通勤できるかた

試 験 日 11月15日㈮

試 験 内 容

①作文②性格特性検査（新卒者のみ）③個別面接試験
※試験日程等の詳細は、申込者に対し別途通知します。
※学業の都合により試験日に受験できない場合は、別
日程での受験についてご相談に応じます。

提 出 書 類

採用試験申込書、学業成績証明書（未開封のものに限
る）、その他診療情報管理士、医療経営士、施設基準
管理士などの医事業務に活用できる資格を有するかた
は、資格証明書の写し（有資格者のみ）各１通

芦
別
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

　
芦
別
消
防
団
で
は
、
各
地
域
で

活
躍
す
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
年
齢
満
18
歳
以
上
で
、
本
市
に

居
住
さ
れ
て
い
る
心
身
と
も
に
健

康
な
か
た
で
あ
れ
ば
性
別
を
問
わ

ず
入
団
で
き
ま
す
（
高
等
学
校
在

学
中
の
か
た
は
入
団
で
き
ま
せ

ん
）。

　
消
防
団
員
は
、「
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛

の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
火
活
動
は
も

と
よ
り
、
地
震
、
風
水
害
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
に
出
動
し
活
躍
し
て
い
ま

す
。
消
防
団
員
の
処
遇
に
つ
い
て

は
、
年
額
報
酬
が
支
給
さ
れ
、
災

害
活
動
や
訓
練
に
出
動
し
た
際
に

は
出
動
報
酬
及
び
費
用
弁
償
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
公
務
災

害
補
償
、
被
服
の
貸
与
、
退
職
報

償
金
（
５
年
以
上
勤
続
）、
各
種

表
彰
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

消
防
団
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
か

た
は
、
芦
別
消
防
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
　
芦
別
消
防
署
庶
務
係
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市立芦別病院職員及び会計年度

職員の随時募集情報はコチラから➡
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メバルの
ねぎみそ焼き

健康のひろば健康のひろば

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

　メバルは肉質が軟らかく、クセが

ない味わいをもつ白身魚で、たんぱ

く質が豊富に含まれています。

　たんぱく質は臓器や筋肉などの体

を構成する重要な成分です。筋肉量

や筋力の低下を防ぐためには、１日

のうち１食だけたんぱく質を多くと

るのではなく、毎食たんぱく質を含

む食品をとりましょう。

▼材料　２人分………………………

・メバル切身60ｇ２切・長ネギ10ｇ・

Ａ（みそ大さじ１・おろしショウガ

少々・砂糖小さじ２・みりん小さじ

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

１・ 料 理 酒 小 さ じ １・ 油 小 さ じ

1/2）・大葉２枚

▼作り方………………………………

①長ネギをみじん切りにする。

②Ａの調味料を混ぜ合わせ、の長

ネギを加える。

③魚をのみそだれに漬けこむ。

④180度に予熱したオーブンで10

分程焼く（オーブン皿にクッキング

ペーパーを敷く）。

⑤皿にと付け合わせの大葉を盛り

付ける。

　故郷の芦別に帰ってちょうど１年と少

したちました。

　皆さんは、病院にかかってお薬をもら

う時、お薬手帳をお持ちになっている事

と思いますが、お薬の記録以外に何か活

用されていますか？

　いつも飲んでいるお薬などは、飲み忘

れとかでお薬がたまってきた時に、何日

分残りがあるか、お薬手帳に書いておい

て、次の診察の時に、かかりつけのお医

者様にその旨お話ししたり、薬局におい

てもご相談いただければ、病院に確認し

た上で、処方日数を調整してもらう事が

できます。

　また、診察の時、先生に相談したい事

をメモしておくと、いざ、診察になった

時にお薬手帳を参考にすると、聞き漏ら

す事がなくなります。

　緊急で他の病院にかかった時にも、何

を普段飲んでいるのか分かるので、診察

の参考になります。お薬の重複も避けら

れます。診療科が違っても、同じような

お薬を使う事が、結構あるんですよ。

　処方されたお薬の記録以外にも、ご活

用ください。

＊ ＊ ＊ ＊ 活 用 さ れ て ま す か、 お 薬 手 帳！ ＊ ＊ ＊ ＊

薬
剤

株式会社一の薬局

薬剤師 岩間 桂子

１人分のカロリー【112Kcal】

提供：市立芦別病院

栄
養
士
さ
ん
お
す
す
め

健
康
レ
シ
ピ

　

10
月
の
旬
の
野
菜
と
果
物
　
　
　
　
つ
ば
さ
保
育
園

　

秋
と
い
え
ば
ど
ん
な
食
べ
物
が
思
い
浮
か
び

ま
す
か
。

　

10
月
の
旬
と
し
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
連
想
す
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
収

穫
さ
れ
る
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
追
熟
さ
せ
て
秋
に
旬

を
迎
え
ま
す
。
長
期
保
存
が
可
能
で
栄
養
価
が

高
く
、
お
料
理
に
も
お
菓
子
に
も
使
え
る
野
菜

で
す
。

　

主
な
栄
養
素
は
①
β
‐
カ
ロ
テ
ン
②
カ
リ
ウ

ム
③
ビ
タ
ミ
ン
E
で
す
。
選
び
方
と
し
て
は
、

手
に
と
っ
て
、
ず
っ
し
り
と
し
た
重
み
を
感
じ

る
も
の
、
軸
が
太
く
て
ヘ
タ
の
部
分
が
よ
く
乾

燥
し
て
い
る
も
の
、
最
後
に
皮
の
表
面
に
ツ
ヤ

が
あ
る
も
の
が
お
ス
ス
メ
で
す
。
食
べ
方
と
し

て
は
、
乱
切
り
に
し
て
煮
物
、
薄
く
カ
ッ
ト
し

て
揚
げ
物
、
ふ
か
し
潰
し
て
サ
ラ
ダ
、
お
菓
子

作
り
等
、さ
ま
ざ
ま
な
調
理
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
果
物
で
は
り
ん
ご
が
有
名
で
し
ょ
う

か
。年
中
購
入
で
き
ま
す
が
、旬
な
ら
で
は
の
お

い
し
さ
が
あ
り
ま
す
。知
名
度
の
高
い
品
種「
ふ

じ
」は
10
～
12
月
ご
ろ
が
最
も
お
い
し
い
で
す
。

　

主
な
栄
養
素
は
①
ク
エ
ン
酸
②
食
物
繊
維

③
カ
リ
ウ
ム
で
す
。
選
び
方
と
し
て
は
、
皮
に

ハ
リ
が
あ
る
も
の
、
全
体
的
に
赤
く
色
づ
い
て

い
る
も
の
が
食
べ
ご
ろ
で
す
。
食
べ
方
と
し
て

は
、
カ
ッ
ト
し
て
そ
の
ま
ま
が
一
番
お
ス
ス
メ

で
す
。

　

今
回
は
野
菜
と
果
物
１
個
ず
つ
し
か
紹
介
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
秋
の
味
覚
は
新
米
や
秋

刀
魚
等
、
沢
山
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
実
り
の

秋
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

★家庭で食育を実践しよう★

（第４次芦別市食育推進計画より）

あ 朝10分早起きして朝ごはんを食べよう

し しょっぱい味は控えめに　　

べ ベジタブル（野菜）を毎食+１(ﾌﾟﾗｽﾜﾝ)

つ つねに体重を意識しよう

し しっかりよくかんで食べよう
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芦
別
市
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
エ
コ
マ
ー
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広
報
紙
は

道
産
間
伐
材
を
原
料
と
し
た
印
刷
用
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
口
・
世
帯

令和６年９月１日現在の人口
カッコ内は前月比

人口 11,345人　（－18人）

男性 5,228人　（－６人）

女性 6,117人　（－12人）

世帯数 6,766世帯（－15世帯）
芦別市公式ＬＩＮＥ 芦別市防災Ｘ（旧Twitter）

10月………………………………………………… October

1 火

2 水
高齢者の集いの場「いきがいさろん」介護予防体操
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

3 木

4 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

5 土 第66回市民芸術祭（～６日）市民会館ほか

6 日
あしべつスター☆マラニック2024
　（9：00）陸上競技場

7 月
認知症カフェ「いきがい」手工芸（要予約）
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

8 火

9 水
高齢者の集いの場「いきがいさろん」ふまねっと運動
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

10 木 ちびっこランド（10：00～11：15）芦別みどり幼稚園

11 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

12 土

13 日

14 月
スポーツの日
第47回市民ラジオ体操会兼第58回市民あるけあるけ
運動（9：30）なまこ山総合運動公園

15 火 夜間納税相談（17：15～20：00）市役所納税係

16 水
高齢者の集いの場「いきがいさろん」手工芸（要予約）
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

17 木

ちびっこランド（10：00～11：15）芦別みどり幼稚園
わんぱくデー（10：30～11：30）児童センター体育室
マイナンバーカード夜間交付窓口（～19：00）
　市役所市民年金係

18 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

19 土 レッツチャレンジ ! !（10：00～12：00）児童センター

20 日

21 月

22 火

23 水
ちびっこランド（10：00～11：15）芦別みどり幼稚園
高齢者の集いの場「いきがいさろん」介護予防体操
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

24 木 行政相談（8：30～12：00）市役所市民相談室

25 金

子育てサロン（10：30～11：30）
　であえーる緑幸団地集会所
認知症カフェ「いきがい」手工芸（要予約）
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

芦別市公式YouTube

26 土

27 日
声のボランティアかりんとう朗読のつどい
　（10：00～12：00）市立図書館視聴覚室

28 月

29 火

30 水
高齢者の集いの場「いきがいさろん」ボッチャ
　（13：30～14：30）総合福祉センター多目的室

31 木 夜間納税相談（17：15～20：00）市役所納税係

11月…………………………………………… November

1 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

2 土

3 日

文化の日
芦別市功労者善行者表彰式（10：00）
　総合福祉センター別館２階ふれあいホール（予定）
文化連盟・スポーツ協会表彰授賞式（11：00）
　市民会館中ホール

4 月 振替休日

5 火

6 水

7 木

8 金
ウエイトトレーニング教室（18：30～20：30）
　油谷体育館トレーニングセンター

9 土 子ども餅つき会（10：00～11：00）児童センター

10 日

市民くらしのカレンダー

休日当番医（診療時間 8：30～17：00）

10月13日・14日・20日・27日・11月３日・10日

市立芦別病院（本町14 ☎22-2701）

11月４日

芦別平和診療所（北２西１☎22-2685）

休日〔歯科〕当番医（診療時間 9：00～12：00）

10月

13日 伊東歯科医院（深川市☎0164-23-5501）

20日 ひらやま歯科（新十津川町☎0125-72-2323）

27日 おおさき歯科（北１東１☎23-0648）

11月
３日 アヒコ歯科医院（滝川市☎0125-24-8711）

10日 木村きよし歯科（深川市☎0164-23-3886）

※医療機関の都合により変更がありますので、空知歯科医師会
　のホームページでご確認ください。

市・道民税の３期と国民健康保険税・介護保険料・後

期高齢者医療保険料の４期の納期限は10月31日です。


